
人が輝き 地域と活きる “わ”
No.1247

2016

Dec.
12 1

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
決
算
を
、9
月
定
例
市
議
会
へ
上
程
し
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
決
算
の
内
訳
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

　

市
の
決
算
と
聞
く
と
固
く
て
難
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
市
の

収
入
の
約
4
割
が
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
市

税
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
皆
さ
ん
の
生

活
に
深
く
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
充
て
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

市
で
は
、
保
育
園
や
小
中
学
校
の
運
営
を
は

じ
め
、
ゴ
ミ
の
回
収
や
処
理
、
子
育
て
や
高
齢

者
・
障
害
者
の
支
援
、
道
路
や
公
園
・
上
下
水

道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
な

ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
が
普
段
使
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
っ
て
、

ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
か

な
ぁ
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
少
し

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

1
年
間
で
お
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
決

め
る
の
が
「
予
算
」
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
に

ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
か
を
確
認
す
る
の

が
「
決
算
」
で
す
。

　

今
号
は
、
平
成
27
年
度
の
決
算
が
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成27年度決算報告



市税
114億2,365万円
　（42.5%）

自主財源
（59.5%）

依存財源
（40.5%）

繰越金
13億6,293万円（5.1%）
　前年度から繰り越された余剰金

繰入金
11億7,565万円（4.4%）
　基金の取崩しや他会計からの繰入金

使用料及び手数料
5億4,236万円（2.0%）
　施設使用料や証明書手数料など

分担金及び負担金
2億9,799万円（1.1%）
　保育料など

その他
11億5,897万円（4.4％）
　諸収入、寄附金、財産収入

国・県支出金
50億8,698万円（19.0％）
　事業に対する国や県からの
　補助金など

市債
24億7,182万円（9.2％）
　事業を行うための借入金

地方譲与税等
20億7,926万円（7.7％）
　国、県が集めた税金等が配分されたもの

地方交付税
12億4,473万円（4.6％）
　市の財政状況に応じて国から配分されたお金

農林業費
2億1,399万円
（0.8％）

議会費
2億7,889万円
　（1.1％）

商工費
8億2,781万円
　（3.2％）

消防費
9億9,208万円
　（3.9％）

公債費
17億7,927万円
　（6.9％）

衛生費
23億3,087万円
　（9.1％）

教育費
23億4,478万円
　（9.2％）

土木費
53億1,726万円
　（20.8％）

総務費
32億4,946万円
　（12.7％）

民生費
82億7,456万円
　（32.3％）

歳入
268億
4,434万円

歳出
256億
897万円
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※数値は四捨五入を行っていますが、端数調整により
　四捨五入ではない箇所があります。

　平成27年度一般会計の歳入決
算額は268億4,434万円で、平成
26年度決算額と比較して25億
931万円の増額となりました。
　歳入の内訳を見ると、歳入全
体の42.5％と最も大きな割合を
占めるのは、市民の皆さんが納
めた市税で114億2,365万円、次
に19.0％を占めるのが国・県か
らの補助金などの国・県支出金
で50億8,698万円、9.2％を占め
るのが事業実施のための借入金
である市債で24億7,182万円と
いう順になっています。
　増額の主な要因は、大型事業
の実施などにより国庫支出金、
市債が合わせて13億4,434万円
増加したことによるものです。
また、消費税率の引上げの影響
により地方消費税交付金が 5億
9,426万円増額したほか、ふる
さと犬山応援寄附金のリニュー
アルにより寄附金が6,861万円
の増額となりました。
　一方で、法人市民税の法人税
割の税率の引き下げなどにより
市税が 2億290万円の減額と
なったほか、余剰金の減額の取
組みを進めたことにより繰越金
が 2億3,142万円の減額となり
ました。

　平成27年度一般会計の歳出決算額は
256億897万円で、平成26年度決算額と
比較して26億3,688万円の増額となりま
した。
　歳出の内訳を目的別に見ると、民生
費が82億7,456万円と全体の32.3％を占
めています。その次に土木費（20.8％）
総務費（12.7％）教育費（9.2％）と続
きます。
　増額の主な要因は、羽黒中央公園や
防災公園の整備などにより土木費が19
億7,616万円増加したことによるもので
す。その他では、マイナンバー制度関
連事業の費用や、ふるさと犬山応援基
金と公共施設等管理基金の積立などに
より総務費が 5億3,894万円の増額とな
りました。
　一方で、国の臨時特例給付金の減額
などにより民生費が 2億5,281万円の減
額となりました。

　市の会計の中心となる一般会計の歳入歳出について、その決算額と内訳についてお伝えします。

歳入決算状況の概要

歳出決算状況の概要

歳出の説明と主な事業

一般会計歳入歳出決算額

市税の内訳
種類 決算額 収納率
市民税 49億7,045万円 96.9％

固定資産税 51億5,969万円 97.1％
軽自動車税 1億2,422万円 94.2％
市たばこ税 4億2,094万円 100.0％
入湯税 1,760万円 100.0％
都市計画税 7億3,075万円 96.3％
合計 114億2,365万円 97.0％

民生費
高齢者、障害者福祉、子育て、医療などの経費
・障害者自立支援事業　　　・高齢者生きがい支援事業
・臨時福祉給付金給付事業　・福祉医療助成事業
・公立保育所保育事業　　　・児童手当等支給事業

消防費
消防や救急活動などの経費
・消防施設整備事業　・火災予防啓発事業
・消防団運営事業

商工費
企業振興、消費者行政、観光振興などの経費
・企業立地促進事業　・観光施設管理運営事業
・観光客誘致事業

農林業費
農業振興、農業用施設管理などの経費
・土地改良施設管理改修事業

議会費
議会運営にかかる経費

土木費
道路や公園などの管理や整備などの経費
・地区公園整備事業（羽黒中央公園及び体育館整備）
・防災公園街区整備事業　・河川改良維持事業
・道路維持修繕改修事業　・都市計画道路整備事業

総務費
市役所運営、広報、財政、防災活動などの経費
・防災対策事業　　　　　・コミュニティバス運行事業
・戸籍住民基本台帳事業　・情報システム運用管理事業

教育費
学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの経費
・小中学校管理事業　・歴史まちづくり事業
・スポーツ振興事業　・屋内外体育施設管理事業

衛生費
市民健康づくり、ごみ処理などの経費
・予防接種事業　・都市美化センター運営管理事業
・母子健康づくり事業

公債費
市の借金返済にかかる経費 犬山市決算状況

平成27年度
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　地方自治体は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき毎年度、健全化判断比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で、議会に報告し、市民の皆さんに公表することが義務付けられています。
　本市は健全化判断比率の 4つの指標とも基準をクリアしていること、資金不足も発生していないことか
ら、財政運営に大きな問題はないと言えます。

　一般会計は地方公共団体の会計の中心と
なるもので、基本的な行政運営経費を経理
しています。
　これに対して、特別会計は特定の事業に
おける歳入歳出を一般会計とは区別して個
別で経理しています。
　 8つの特別会計決算額の合計は、歳入が
174億645万円、歳出が159億8,722万円でし
た。平成26年度と比較して、歳入が14億
9,936万円の増額、歳出も14億778万円の増
額となりました。
　主な増減要因は、国民健康保険特別会計
が歳入で 9億452万円の増額、歳出も 9億
1,055万円増額したことによるものです。

　水道事業会計は、民間企業と同じように事業収益で運営されている企業会計です。水道施設の運転・管
理など事業を運営するための「収益的収支」と、水道施設を建設・整備するための「資本的収支」に分か
れています。皆さんにお支払いいただいている水道料金は収益的収支の収入となります。

　平成27年度末の市債残高は、一般会計が
205億6,320万円、特別会計が93億9,787万
円で、合わせて299億6,106万円となり、平
成26年度と比較して 3億8,988万円の増額
となりました。
　一般会計の残高は、平成27年度は羽黒中
央公園整備、防災公園整備などの大型事業
の影響もあり、 8億7,809万円の増額とな
りました。

資金不足比率…�公営企業会計ごとの事業に対する資金不足額の
比率です。いずれの会計においても資金不足は
発生していないため、該当はありません。

※�本市の公営企業会計は、水道事業会計、犬山城費特別会計、木曽川うかい
事業費特別会計、公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計です。

※�数値は四捨五入を行っていますが、端数調整により四捨五入ではない
箇所があります。

※�各年度末の市債残高

財政の健全化判断比率及び資金不足比率 特別会計歳入歳出決算額

水道事業会計決算額

市債残高の状況

　健全化判断比率とは財政健全化法
に定める財政指標で、①実質赤字比
率、②連結実質赤字比率、③実質公
債費比率、④将来負担比率の4つが
あり、それぞれ異なる視点から財政
状況を判断できます。
　それぞれの指標から早期健全化、
財政再生の必要性を判断するために
2段階で基準が設けられています。

早期健全化基準
　 4つの指標のいずれか 1つでも早
期健全化基準を超えると「早期健全
化団体」となり、財政健全化計画を
策定し、自主的な改善努力による財
政の健全化に取り組むことになりま
す。

財政再生基準
　さらに比率が悪化し、財政再生基
準を超えると「財政再生団体」とな
り、財政再生計画を策定し、市債の
発行が制限されるなど、国の強い関
与による確実な財政の再生に取り組
むことになります。

健全化判断比率が悪化すると？ 平成27年度決算における健全化判断比率

平成27年度決算における資金不足比率

市民1人あたりの市債残高

　公営企業の経営健全化の必要性を
判断するために基準が設けられてい
ます。

経営健全化基準
　資金不足比率が経営健全化基準を
超えた場合には経営健全化計画を策
定し、自主的な改善努力による経営
の健全化に取り組まなければなりま
せん。

資金不足比率が悪化すると？

０ %〔不足額なし〕 注意エリア

経営健全化基準　20%
▼犬

山
市

会　計　名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 92億6,908万円 83億2,206万円

犬 山 城 費 3億6,341万円 2億5,192万円

木曽川うかい事業費 5,027万円 4,772万円

土 地 取 得 572万円 572万円

公 共 下 水 道 事 業 19億6,324万円 19億3,922万円

農業集落排水事業 6,734万円 6,259万円

介 護 保 険 47億1,719万円 43億9,982万円

後 期 高 齢 者 医 療 9億7,020万円 9億5,817万円

合 　 計 174億645万円 159億8,722万円

収　入 支　出 補てん額

収 益 的 13億244万円 11億59万円

資 本 的 7,271万円 4億1,060万円 3億3,789万円

26年度 27年度25年度24年度23年度22年度

（億円）
250

200

150

100

50

0

一般会計 特別会計
※平成28年 3 月31日時点の
　人口74,709人で計算しています。

40万1,037円

市債残高の推移

実質赤字比率…�財政規模に対する一般会計などの赤字の割合で
す。本市では赤字は発生しておらず該当はあり
ません。

０ %〔赤字額なし〕 注意エリア 危険エリア

早期健全化基準　12.83%
▼

0%
▼

財政再生基準　20%
▼犬

山
市

連結実質赤字比率…�財政規模に対する全ての会計の赤字の割合
です。本市では赤字は発生しておらず該当
はありません。

０ %〔赤字額なし〕 注意エリア 危険エリア

早期健全化基準　17.83%
▼

0%
▼

財政再生基準　30%
▼犬

山
市

実質公債費比率…�財政規模に対する公債費（市の借入の返済費）
の割合です。今後、早期健全化基準を上回る
見込みはありませんが、返済額が増加する局
面もあることから市債発行を抑制しつつ、持
続可能な財政運営に努めます。

4.2%〔昨年度は4.7%〕 注意エリア 危険エリア

早期健全化基準　25%
▼

0%
▼

財政再生基準　35%
▼

犬
山
市

将来負担比率…�財政規模に対する将来負担すべき債務総額の割
合です。今後、早期健全化基準を上回る見込み
はありませんが、市債残高の増加を抑制するこ
とで、持続可能な財政運営を努めます。

29.2%〔昨年度は22.3%〕 注意エリア
犬
山
市

早期健全化基準　350%
▼

　市の財政状況をホームページで公
開しています。各課事業の平成27年
度決算説明書など公開していますの
で、ご覧ください。

　

もっと詳しく知りたい方は

犬山の財政 ➡ で検索
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監査委員　髙木正章 監査委員　岡覚

秋
の
叙
勲
・
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　平成27年度一般会計・特別会計の歳入歳出決算等の決算審査結果の概要は以下のとおりである。
（総　括）
　平成27年度決算を総体的にみると、予算全体で最大の構成比率（42.5％）を占める市税が前年度より約
2億290万円（1.7％）の減収となっているものの、繰入金や国庫支出金、地方消費税交付金、市債などが
増加したため、全体では25億931万円と大幅な増加となっている。
　大規模事業の実施に伴う国庫補助や市債の増加によるものが大きいためこのような状況となったが、今
後の維持管理に対する費用は継続することから、老朽化した公共施設の計画的な整備が求められることに
なる。
　そのために、公共施設等管理基金を設立して、長期的かつ計画的な整備を図ろうとされることは評価で
きるものである。
　多様化する市民ニーズに応えるため、職員一人一人が事業に対する長期的な収支バランスの目標を明確
にし、市民に対する説明責任を十分に果たしていく必要がある。
　当市の財政健全化判断比率等の数値は、現状では健全であることを示しているが、今後の事業展開、社
会情勢の動向によって状況は大きく変化してくるものと予想される。財政力指数は上昇傾向を示し、経常
収支比率も80％台と財政構造の硬直化から、わずかながらも改善傾向が見られるが、少子高齢化が急速に
進む中で、更なる扶助費、医療費等の負担の増加も予測されており、予断を許さない状況である。今後も
より一層、経済性、効率性を踏まえた堅実な財政運営を行い、財政の健全化に努められるよう望むもので
ある。
　自治体を取り巻く厳しい行財政環境下にあって、市民ニーズを的確に把握し、事業継続の必要性を見極
めるとともに、行政運営は、貴重な市民の税金によって成り立っていることを認識し、経費節減に努め健
全な行財政運営を行うよう期待するものである。

平成27年度
犬山市一般会計・特別会計
歳入歳出決算審査意見（要旨）

コミュバスで
まち見学＆市長とティータイム！

ほっと

◆
瑞
宝
双
光
賞

北
原
睦
雄
（
71
歳
）
堂
ケ
洞

　

昭
和
38
年
、県
警
察
官
と
な
り
、

名
古
屋
北
警
察
署
に
配
属
。
県
警

本
部
の
パ
ト
カ
ー
勤
務
を
経
て
、

防
犯
課
銃
器
・
薬
物
の
取
り
締
ま

り
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
42
年
間
で
特
に
印
象
的
な
事

件
は
、
春
日
井
警
察
署
に
勤
務
の

際
、
民
家
か
ら
「
ラ
イ
オ
ン
」
が

逃
げ
た
事
件
で
、
多
く
の
人
が
見

物
す
る
中
、
人
的
被
害
を
出
す
こ

と
な
く
捕
獲
で
き
た
こ
と
で
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
支
援
と
し
て
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
努
め
、
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
所
を
訪
れ
る
人
に
声

掛
け
す
る
な
ど
、
地
域
の
防
犯
に

も
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
秋
の
叙
勲
で
1
人
、秋
の
褒
章
で
1
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
は
4
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
が
、

う
ち
2
人
が
広
報
へ
の
掲
載
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
4
人
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
瑞
宝
単
光
賞

広
瀬
猛
（
71
歳
）
牛
若

　

昭
和
46
年
に
県
警
察
官
と
な

り
、
西
警
察
署
に
配
属
。
昭
和
50

年
以
降
の
20
年
間
は
西
枇
杷
島
署

の
地
域
課
で
現
在
の
県
営
名
古
屋

空
港
に
3
年
、
駐
在
所
に
17
年
勤

務
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成
6
年
に
名
古
屋
空
港
滑

走
路
に
中
華
航
空
機
が
墜
落
し
た

大
惨
事
で
は
、
事
故
発
生
か
ら
夜

通
し
地
域
住
民
や
取
材
陣
へ
の
対

応
な
ど
悲
痛
な
思
い
で
警
備
に
あ

た
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
列
車
事
故
や
深
夜
の
火

事
で
す
ぐ
さ
ま
現
場
に
駆
け
付
け

徹
夜
勤
務
と
な
る
こ
と
も
。
当
時

は
若
か
っ
た
か
ら
で
き
た
。」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
全
国
の
航
空
祭
や
空

港
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
飛
行
機
を
望

遠
撮
影
す
る
毎
日
。
趣
味
に
没
頭

で
き
る
の
は
、
長
年
支
え
て
く
れ

た
妻
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

（
敬
称
略
）

■�

平
成
28
年
度
愛
知
県
戦
没
者
遺

族
大
会

▽�

愛
知
県
戦
没
者
遺
族
大
会
会
長

表
彰
＝
岩
井
宏
仁

■�

第
85
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会

▽�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
＝
犬
山
北
地
区
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

■�

平
成
28
年
度
愛
知
県
更
生
保
護

大
会

▽�

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰
（
保
護
司
）
＝
梅
田

和
子

▽�

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰

（
保
護
司
）
＝
粥
川
邦
彦

▽�

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰
感

謝
状
（
更
生
保
護
女
性
会
）
＝

谷
口
英
子
・
川
治
千
津
子

▽�

愛
知
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰
（
更
生
保
護
女
性
会
）

＝
武
内
一
代
・
安
田
治
子

　市では、冬休み特別企画として、親子（もしくは祖父母と孫）を対象とした、
コミュニティバスによる市内見学会を開催します。
　見学後は、普段はなかなか入る機会のない市長応接室で、市長とお茶を飲
みながらおしゃべりして、冬休みの半日を楽しく過ごしませんか？

▼と　　き　12月27日㊋午前 8時25分〜昼12時10分頃（予定・雨天決行）
▼対　　象　市内小学生（4年生以上）およびその親（または祖父母）
▼集合場所　犬山駅東口（東西連絡橋東口）バス乗り場（ 8時25分集合出発）
　※車でお越しの場合は市役所駐車場に止めてください。

▼内　　容　
　 1 ．コミュニティバスによる市内見学（栗栖線）
　　　①野外活動センターで「グラウンドゴルフぷち体験」と「ミニ門松づくり」
　　　②桃太郎神社見学と宮司さんの桃太郎話
　　※市職員が案内します。車中では職員による「犬山のまち説明」付き！
　 2．市長応接室でティーブレイク＆市長とお話しタイム
　　※お茶を飲みながら、「犬山の良いところ」「こうなるといいな」など楽しくおしゃべりしましょう！
▼参 加 料　大人200円・小人100円（コミュニティバス通常利用料金です）
▼定　　員　先着8組20人（親 1人につき子ども 2人まで可）
▼服　　装　温かく、動きやすい服装と運動靴で参加してください。
▼�申込み・問合せ先
　�12月 1 日㊍〜20日㊋までに、①参加する親（または祖父母）と子の氏名、②子の在学する小学校名と学年、③親（も
しくは祖父母）の住所、④連絡先（電話番号）を企画広報課（☎44・0312　FAX44・0360　Eメール010100@city.
inuyama.lg.jp）へ
　企画広報課窓口でも受け付けできます。

て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
発
展

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

◆
藍
綬
褒
章

榊
成
美
（
75
歳
）
寺
浦

　

平
成
元
年
５
月
25
日
、
保
護
司

に
任
命
さ
れ
現
在
ま
で
27
年
間
、

主
に
青
少
年
の
更
生
保
護
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
道
を
誤
る
人
は
、
そ
の
周
り

に
も
問
題
が
あ
り
、
関
わ
る
人
た

ち
に
は
、
母
親
に
な
っ
た
つ
も
り

で
接
し
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
保

護
司
生
活
の
中
で
は
い
ろ
い
ろ
な

事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
良

か
っ
た
こ
と
は
、
保
護
司
会
の
皆

さ
ま
方
に
恵
ま
れ
、
そ
し
て
支
え

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

◆
旭
日
双
光
章

小
池
昭
夫
（
72
歳
）
西
古
券

　

平
成
7
年
4
月
か
ら
平
成
23
年

4
月
ま
で
の
4
期
16
年
に
わ
た

り
、
市
議
会
議
員
に
在
職
し
、
各

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
20
年
5
月
か
ら
の

1
年
間
は
議
長
を
務
め
、
常
に
住

民
の
先
頭
に
立
ち
諸
問
題
を
的
確

に
解
決
し
、
豊
か
で
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
昼
夜
を
分
か
た

ず
献
身
的
に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
で
は
、
利
便
性
、

効
率
性
に
加
え
、
ま
ち
づ
く
り
の

核
と
し
て
、
市
民
が
集
う
交
流
の

場
の
拠
点
創
出
に
尽
力
。
建
設
経

済
委
員
を
務
め
た
平
成
13
年
9
月

に
は
、
犬
山
市
企
業
立
地
促
進
条

例
を
制
定
し
、
立
地
奨
励
金
の

制
度
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
議
会
議
員
を
退
い
て
数
年

経
つ
が
、
今
は
地
元
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

秋の叙勲と危険業務従事者叙勲
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博物館明治村　犬山市民　特別入村割引券
入 

村 

料

おとな	 1,700円	→	500円	× □ 名
シニア（65歳以上）・大学生	 1,300円	→	500円	× □ 名
高校生	 1,000円	→	500円	× □ 名
小・中学生	 600円	→	500円	× □ 名

【入村料金ワンコイン特別企画】
有効期間内は終日特別料金で
ご利用いただけます。
※開催日16時以降＝大学生以上1000円、
　高校生以下500円が通常料金となります。

リトルワールド　犬山市民優待入館割引券
大　人	 850円	（通常1,700円）	× □ 名
シルバー（65歳以上）	 650円	（通常1,300円）	× □ 名
高校生	 550円	（通常1,100円）	× □ 名

小中学生	 350円	（通常700円）	× □ 名
幼児（3歳以上）	150円	（通常300円）	× □ 名

＊□に人数を記入してください

催
　し

■
尾
張
地
区
「
子
育
て
支

援
地
域
交
流
会
」

〜
子
育
て
支
援
を

考
え
る
会
交
流
〜
in
江
南

　

尾
張
地
区
の
家
庭
教
育
推
進
運

営
協
議
会
が
主
催
す
る
、
子
育
て

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
10
日
㊏

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
民
文
化
会
館　

【
午
前
の
部
】
子
育
て
支
援
を
考

え
る
交
流
会　

午
前
9
時
45
分
〜

11
時
30
分
（
受
付
9
時
30
分
〜
）　

▼
内
容　

鳥
笛
づ
く
り
や
カ
プ
ラ

の
積
み
木
、
大
型
絵
本
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
ほ
か　

▼
対
象　

乳

幼
児
、
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保

護
者

【
午
後
の
部
】
家
庭
教
育
を
考
え

る
学
習
会　

午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付
昼
12
時
45
分
〜
）　

▼
内

容　

①
1
時
25
分
〜
地
域
活
動
発

表
会
（
一
宮
市
・
扶
桑
町
）
②
2

時
〜
麓ふ

も
と

聡そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
氏
に
よ
る
講
演
会　

演
題
「
ス
マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
へ

の
叱
り
方
の
コ
ツ
」

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込
み　

不
要　

▼
問
合
せ
先　

文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
（
☎
44
・
0
3
5
3
）

■
第
11
回
わ
っ
し
ょ
い
入
鹿

　
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　「
尾
張
三
山
を
歩
く
」

▼
と
き　

12
月
10
日
㊏
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
頃
（
受
付
8
時
〜
）

※
雨
天
中
止　

▼
と
こ
ろ　

尾
張

冨
士
大
宮
浅
間
神
社
境
内　

▼

コ
ー
ス　

尾お

張わ
り

三み
つ

山や
ま

の
尾
張
冨

士
・
本
宮
山
・
白
山
の
三
山
を
縦

走
し
ま
す
。の
ん
び
り
歩
く
人
は
、

二
山
（
尾
張
冨
士
・
白
山
）
が
お

す
す
め
。
子
ど
も
さ
ん
連
れ
で
も

楽
し
め
ま
す
。

▼
持
ち
物　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨

具
な
ど
。
万
が
一
の
た
め
に
健
康

保
険
証　

▼
参
加
料　

無
料
（
無

料
駐
車
場
あ
り
）
下
山
後
、
大
宮

浅
間
神
社
に
て
、
温
か
い
と
ん
汁

で
出
迎
え
ま
す
。　

▼
問
合
せ
先　

わ
っ
し
ょ
い
入
鹿
事
務
局
ア
イ
ラ

ン
ド
（
☎
67
・
0
9
9
8
）
犬
山

商
工
会
議
所（
☎
62
・
５
２
３３

）

■
ま
ほ
ら
講
座
開
催

　

青
塚
古
墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
企

画
展
に
あ
わ
せ
て
、「
楽
田
」
地

区
を
テ
ー
マ
に
し
た
ま
ほ
ら
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

第
1
回　

蓮
池
古
墳
群
に
つ
い
て

▼
と
き　

12
月
17
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
講
師　

服
部
哲

也
氏
（
N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ

と
）

第
2
回　

楽
田
廃
寺
に
つ
い
て

▼
と
き　

1
月
14
日
㊏
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
講
師　

梶
原
義

実
氏
（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）

共
通
事
項　

▼
と
こ
ろ　

青
塚
古

墳
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
定
員　

50
人　

▼
申
込

み
・
問
合
せ
先　

青
塚
古
墳
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
（
☎
68
・
2
2
7
2

（
㊊
休
館
、
㊗
の
場
合
は
翌
日
）

■
犬
山
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

〜
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
〜

　

市
で
は
、
犬
山
城
の
歴
史
的
な

価
値
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を

進
め
て
お
り
、
最
新
の
研
究
成
果

を
発
表
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
犬
山
城
の
縄
張

り
の
広
大
さ
と
守
り
の
か
た
さ
が

分
か
り
ま
す
。
※
縄
張
り
：
曲
輪

（
く
る
わ
）、
堀
や
門
の
配
置

▼
と
き　

1
月
22
日
㊐
午
後
1
時

〜
5
時　

▼
と
こ
ろ　

国
際
観
光

セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
4
階
フ
ロ
イ

デ
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

研
究
発
表

お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン　

▼
定
員　

先
着
25

0
人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
発
表
者　

犬
山
城
城
郭
調
査
委
員
会
委
員
長　

麓ふ
も
と

和か
ず
よ
し善
氏
ほ
か　

▼
申
込
み　

窓
口
お
よ
び
電
話
で

12
月
1
日
㊍
か
ら
歴
史
ま
ち
づ
く

り
課
（
☎
44
・
0
3
5
4
）
へ

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
初
心
者
教
室

▼
と
き　

12
月
20
日
㊋
・
1
月
24

日
㊋
・
2
月
28
日
㊋
・
3
月
28
日

㊋
各
日
午
前
9
時
〜
午
後
1
時　

▼
と
こ
ろ　

羽
黒
中
央
公
園
多
目

的
ス
ポ
ー
ツ
広
場　

▼
対
象　

市

民　

▼
定
員　

先
着
30
人　

▼
参

加
料　

８００


円　

▼
申
込
み　

12
月
15
日
㊍
ま
で
に
市
体
育
協
会

（
☎
・
F‌

A
X
54
・
１
０
１
６
）へ

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
道
具
は

貸
し
出
し
ま
す
。

■
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

　
犬
山
市
民
特
別
優
待

　

寒
い
冬
に
ピ
ッ
タ
リ
の
「
世
界

の
ス
ー
プ
祭
り
」
を
開
催
！
パ
ン

の
器
に
入
っ
た
ミ
ル
ク
ポ
タ
ー

ジ
ュ
「
ミ
ト
ネ
・
オ
ー
・
レ
」
や

ダ
チ
ョ
ウ
の
骨
か
ら
だ
し
を
と
っ

た「
ダ
チ
ョ
ウ
の
ネ
ッ
ク
ス
ー
プ
」

な
ど
、
世
界
の
ス
ー
プ
を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
♪

▼
と
き　

12
月
10
日
㊏
〜
平
成
29

年
3
月
5
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
（
1
〜
2
月
の
㊏
㊐
㊗
は
午

後
4
時
30
分
）

※
12
月
23
日
㊗
〜
25
日
㊐
は

「
ワ
ー
ル
ド
ナ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。
高
さ
7‌

m
の
巨

■
さ
ら
・
さ
く
ら

　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

で
、
珍
し
い
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
マ

ジ
ッ
ク
」
と
素
敵
な
音
楽
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　

12
月
17
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分　

▼
内
容　

サ

イ
エ
ン
ス
・
マ
ジ
ッ
ク
（
西
俣
さ

ん
）、
吹
奏
楽
（
名
経
大
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
）　

▼
入
場
料　

無
料（
小

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に
は
お
菓

子
の
お
み
や
げ
付
き
）　

▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

（
☎
63
・
３８００



）

■
親
子
も
ち
つ
き
大
会

〜
花
も
ち
、
鏡
も
ち
作
り
も

　

体
験
で
き
ま
す
〜

▼
内
容　

　

小
弓
の
庄
で
は
今
年
も
親
子
も

ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

12
月
23
日
㊗
午
前
10
時

か
ら
2
時
間
程
度
（
小
雨
決
行
）　

▼
と
こ
ろ　

小
弓
の
庄　

▼
定
員　

先
着
15
組　

▼
対
象　

親
子
で
参

加
で
き
る
人

▼
参
加
料　

一
人
あ
た
り
3
0
0

円　

▼
申
込
み　

12
月
6
日
㊋
か

■
さ
ら
・
さ
く
ら

　
餅
つ
き

　

市
民
健
康
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
「
日
頃
の
利
用
へ
の
感

謝
」
を
込
め
て
、
み
ん
な
で
楽
し

め
る
餅
つ
き
を
開
催
し
ま
す
。
一

年
の
疲
れ
を
癒
し
に
、
ぜ
ひ
“
さ

ら
・
さ
く
ら
”
へ
。
先
着
1
5
0

人
に
つ
き
た
て
の
お
餅
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
餅
つ
き
体
験
も
で

き
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
27
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
2
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
・

問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
（
☎

63
・
３８００



）

大
ツ
リ
ー
は
必
見
！
ク
リ
ス
マ
ス

を
盛
り
上
げ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ

イ
ブ
の
後
に
は
花
火
が
打
ち
上
が

り
ま
す
♪（
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
は
、

午
後
7
時
ま
で
。
午
後
4
時
以
降

は
駐
車
場
無
料
・
入
館
料
は
通
常

の
半
額
）

※
荒
天
時
は
ナ
イ
タ
ー
営
業
中
止

▼
休
館
日　

12
月
〜
2
月
の
毎
週

㊌
㊍
、
12
月
31
日
㊏

※
12
月
28
日
〜
29
日
、
1
月
4
日

〜
5
日
は
営
業
し
ま
す
。

※
休
館
日
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。http://w

w
w
.littlew

orld.jp/

▼
問
合
せ
先　

リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（
☎
62
・
5611



）

〈冬催事イベント情報〉
▼イベント開催日
　12月 3 日㊏〜平成29年
　 2月19日㊐の㊏㊐㊗と
　12月27日㊋〜12月30日㊎
（12月31日㊏〜
　平成29年 1 月 2 日㊊除く）
【開催日は20時まで延長開村】
“明治”が出発点であるイルミネーションが100
年の時を経て進化。
　音楽に合わせてリズミカルに光の色が変化し
たり、イルミネーションのカーテンに包まれる
など、明治建築が幻想的に輝く光景は必見！
●料金　入村料金のみで観覧できます
●会場　帝国ホテル中央玄関を中心とした
　　　　「 5丁目」エリア（博物館明治村内）
●点灯時間　午後 4時30分〜 8時
　※�荒天・積雪、凍結による道路規制により中
止の場合があります

▼問合せ先　博物館明治村（☎67・0314）

ら
小
弓
の
庄（
☎
68
・
３７

６
７
）

へ
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

㊊

休
館
）
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有効期限　平成28年12月10日㊏〜平成29年 1 月31日㊋ 有効期間　平成28年12月 3 日㊏〜12月18日㊐
（休村日＝12/5,12）※犬山市民に限りご利用いただけます。　※本券 1枚につき、5人まで 1回限り使用可。

※他の割引券との併用、コピー、転売、団体利用不可。
※シルバー・高校生は証明が必要です。　※駐車場料金は別途必要です。
※本券をきりとり、入館窓口へ提出してください。

　※一葉4人まで1回限り有効
　※他の割引券との併用不可
　※団体利用不可
　※転売禁止、コピー不可

第
35
回 

犬
山
国
際
友
好 

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

平
成
29
年
2
月
12
日
㊐

　

多
く
の
人
々
が
交
流
を
図
る
こ

と
の
で
き
る
大
会
に
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

2
月
12
日
㊐
受
付
＝
午

前
8
時
20
分
〜
9
時
20
分
（
当
日

申
し
込
み
不
可
）

▼
当
日
受
付
場
所　

犬
山
北
小
学

校
体
育
館
《
今
回
か
ら
変
更
》

▼
部
門
と
ス
タ
ー
ト
時
間　

1
㌔

＝
午
前
9
時
50
分
、
3
㌔
＝
午
前

10
時
、
5
㌔
（
男
女
、
年
代
別
）

＝
午
前
10
時
20
分
、10
㌔（
男
女
、

年
代
別
）
＝
午
前
10
時
40
分

▼
コ
ー
ス　

犬
山
市
街
地
（
城
下

町
周
辺
）
お
よ
び
扶
桑
町　

▼
参

加
資
格　

健
康
な
人
（
健
康
診
断

を
受
け
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

診
断
書
の
提
出
は
不
要
）　

▼
参

加
料　

1
㌔
、3
㌔
＝
5
0
0
円
、

5
㌔
、10
㌔
＝
2
，
2
0
0
円
（
高

校
生
以
下
は
1
，
7
0
0
円
）　

▼
表
彰　

5
㌔
、
10
㌔
各
部
門
の

1
位
〜
3
位
（
優
勝
者
に
は
陶
製

メ
ダ
ル
、入
賞
者
に
そ
の
他
副
賞
）　

▼
参
加
賞　

1
㌔
、
3
㌔
＝
完
走

証
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
協
賛

品
な
ど
。
5
㌔
、
10
㌔
＝
オ
リ
ジ

ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
、
成
績
証
（
順
位

と
タ
イ
ム
が
印
字
）、協
賛
品
な
ど
。

《
参
加
申
し
込
み
方
法
》

▼
申
込
期
限　

12
月
22
日
㊍
（
当

日
消
印
有
効
）　

▼
申
込
要
領　

●
1
㌔
、
3
㌔
＝
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
下
記

受
付
場
所
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
※
参
加
料
5
0
0
円
は
大

会
当
日
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

●
5
㌔
、
10
㌔
＝
A
．
所
定
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
最
寄
り
の
郵

便
局
で
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（
手
数
料
は
参
加

者
負
担
と
な
り
ま
す
。）　

B
．Ｊ

Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

Ｈ
Ｐ
＝https

：//jtbsports.jp

に
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
（
払
込
手

数
料
2
0
0
円
）。　

※
申
込
受

付
後
の
返
金
は
一
切
い
た
し
ま
せ

ん

雨
天
決
行

（有料公共駐車場）

内田防災公園（旧
名証グラウンド）は
公園整備工事のた
め使用できません。

犬山国際友好シティマラソンコース図第35回

みんなで楽しく走ろう
城下町マラソン！！

N

参加申込受付
参加者受付

福祉会館

北小学校
体 育 館

犬山市立犬山北小学校
更衣室

犬山市武道館

フィニッシュ

　

第
39
回
読
売
犬
山
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
（
愛
知
陸
上
競
技
協
会
、
読

売
新
聞
社
、
犬
山
市
、
中
京
テ
レ

ビ
放
送
主
催
）
が
来
年
2
月
26
日

㊐
、内
田
防
災
公
園
を
発
着
す
る
、

日
本
陸
連
公
認
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
・
10
㌔
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
お

も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
」
を
今
年
度

も
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

会
場
内
で
犬
山
の
お
す
す
め
グ
ル

メ
な
ど
を
ラ
ン
ナ
ー
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
上
に
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
の
給
水
所
を
設
置
し

ま
す
。

　

コ
ー
ス
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

や
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
39
年
間

続
い
て
き
た
歴
史
あ
る
人
気
大
会

で
す
。
何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
に
は
、
全
国
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
約
1
万
人
が
歴
史
あ
る

犬
山
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
た
だ

い
ま
、
エ
ン
ト
リ
ー
を
別
記
の
方

法
で
受
け
付
け
中
で
す
。地
元「
犬

山
」
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
開
催
要
項
】

▼
と
き　

平
成
29
年
2
月
26
日
㊐

〈
雨
天
決
行
〉、
ス
タ
ー
ト
時
間

＝
10
㌔
午
前
9
時
45
分
、
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
（
登
録
の
部
、
豪
傑
の

部
）
午
前
9
時
53
分
、
同
（
猛
者

の
部
）
午
前
9
時
57
分
、
同
（
つ

わ
も
の
の
部
）
午
前
10
時
1
分
、

同
（
初
陣
の
部
）
午
前
10
時
5
分

▼
種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
陸

連
登
録
競
技
者
、
一
般
「
豪
傑
」

＝
予
想
タ
イ
ム
1
時
間
35
分
以

内
、「
猛
者
」
＝
同
1
時
間
55
分

以
内
、「
つ
わ
も
の
」
＝
同
2
時

間
15
分
以
内
、「
初
陣
」
＝
同
2

時
間
30
分
以
内　

各
男
女
）、
10

㌔
（
陸
連
登
録
競
技
者
、
一
般　

各
男
女
）

▼
定
員　

1‌

0
，
0
0
0
人
（
一

般
の
部
が
対
象
）

※
申
し
込
み
先
着
順

で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り　

▼
参
加

資
格　

ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
は
2
時
間
30
分

以
内
に
完
走
で
き

る
、
大
会
当
日
19
歳

以
上
の
健
康
な
男

女
。
10
㌔
は
1
時
間

5
分
以
内
に
完
走
で

き
る
、
中
学
生
以
下

を
除
く
健
康
な
男

女
。（
陸
連
登
録
の

部
の
参
加
資
格
は
別

に
あ
り
）　

▼
参
加

料　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
5
，
0
0
0
円
、

郵
便
振
替
5
，

5
0
0
円
、
10
㌔
…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

4
，
5
0
0
円
、
郵
便
振
替
5
，

0
0
0
円　

※
郵
便
振
替
の
参
加

料
に
は
事
務
手
数
料
が
含
ま
れ
ま

す
。
※
申
し
込
み
後
は
い
か
な
る

場
合
も
参
加
料
の
返
金
は
し
ま
せ

ん
。
※
参
加
料
に
は
マ
ラ
ソ
ン
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

▼
表
彰　

ハ
ー
フ
登
録
の
部
・
一

般
豪
傑
、
10
キ
ロ
登
録
の
部
・
一

般
各
8
位
ま
で
。
参
加
者
全
員
に

参
加
賞
、
制
限
時
間
内
完
走
者
に

完
走
記
録
証
（
当
日
発
行
）

▼
申
込
み　

大
会
H‌

P
（http

：

//runnet.jp/

）か
ら
申
し
込
み
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で

参
加
費
を
支
払
う
（
別
途
手
数
料

が
必
要
）。
12
月
27
日
㊋
ま
で（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
郵
便
振
替
に
つ
い
て
は
11
月
30

日
㊌
ま
で
で
終
了
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先　

大
会
事
務
局
（
☎　

052
・
9
55

・
６
７８８


）、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
44
・
０
３
５

２
）

犬山シティマラソン受付事務局（市福祉会館内）、各出張所、勤労青少年ホーム、清水屋犬山店 1階サービ
スカウンター、キャスタ犬山店 1階インフォメーション、エナジーサポートアリーナ（市体育館）
※市役所および中日新聞各販売店（犬山・扶桑）でも申込用紙を配布しています。
◎犬山シティマラソン受付事務局（12月 1 日㊍〜12月22日㊍）
　大字犬山字北古券 2　市福祉会館（☎62・1142）　午前10時〜午後 4時（昼12時30分〜 1時30分を除く）

受  付  場  所

■第39回　読売犬山ハーフマラソン
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募
　集

相
　談

験
＝
平
成
29
年
1
月
29
日
㊐
一
次

試
験
合
格
者

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://b

ih
o
k
u
k
a
n
g
o
.

ac.jp/

▼
問
合
せ
先　

尾
北
看
護
専
門
学

校（
0
5
8
7
・
95
・
７０

２
２
）

よ
び
年
末
年
始
（
12
／
30
〜
1
／

3
）
※
た
だ
し
、
月
2
〜
3
日
程

度
（
勤
務
日
数
は
相
談
に
応
じ
ま

す
）　

▼
勤
務
時
間　

午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
4
時
30
分
ま
で　

▼
賃
金　
【
A
】
日
給
1‌

0
，
８

００

円
〜　
【
B
】
日
給
7
，
０

００

円
〜
（
試
用
期
間
あ
り
）　

▼
勤
務
開
始　

随
時　

▼
必
要
書

類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写

真
添
付
）・
正
看
護
師
免
許
（
A

の
み
）　

▼
問
合
せ
先　

尾
北
医

師
会
犬
山
支
部
（
☎
63
・
０
９
５

３
）
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時

■
一
般
社
団
法
人
尾
北

医
師
会
尾
北
看
護
専

門
学
校
学
生
募
集

　

平
成
29
年
4
月
入
学
（
全
日
制

3
年
課
程
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
学
生
募
集
（
第
9
回
生
）
定
員

40
人　

一
般
入
学

▼
願
書
受
付
期
間　

12
月
8
日
㊍

〜
21
日
㊌　

試
験
日
＝
一
次
試
験

平
成
29
年
1
月
13
日
㊎　

二
次
試

▼
勤
務
場
所　

犬
山
市
休
日
急
病

診
療
所
（
五
郎
丸
東
1
‐
70
）　

▼
業
務
内
容　
【
A
】
休
日
急
病

診
療
所
に
お
け
る
看
護
師
業
務　

【
B
】
休
日
急
病
診
療
所
に
お
け

る
受
け
付
け
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
入
力
事
務　

▼
勤

務
日　

㊐
㊗
㊡
（
G‌

W
含
む
）
お

休日急病
診療所の
看護師・
医療事務員
募集

▼
短
歌　

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛

知
県
実
行
委
員
会
会
長
賞
＝
織
田

順
光　

市
長
賞
＝
酒
井
光
次　

教

育
委
員
会
賞
＝
丹
羽
俊
昭　

文
化

協
会
賞
＝
右
田
澄
子　

▼
俳
句　

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行

委
員
会
会
長
賞
＝
古
賀
品
子　

市

長
賞
＝
軸
丸
哲
男　

議
長
賞
＝　

家
城
千
恵
子　

教
育
委
員
会
賞
＝

福
島
嘉
代
子　

文
化
協
会
賞
＝
馬

場
上
枝　

▼
川
柳　

第
31
回
国
民

文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長

賞
＝
丸
山
重
司　

市
長
賞
＝
高
田

道
代　

議
長
賞
＝
鶴
見
純
一　

教

育
委
員
会
賞
＝

恩
田
和
子　

文

化
協
会
賞
＝
山

本
美
代
子

委
員
会
会
長
賞
＝
奥
田
康
山　

市

長
賞
＝
千
田
嘉
穂　

議
長
賞
＝
水

野
佑
華　

教
育
委
員
会
賞
＝
冨
田

梢
峰　

文
化
協
会
賞
＝
松
岡
蘭
毫　

▼
彫
塑
工
芸　

第
31
回
国
民
文
化

祭
愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長
賞
＝

野
々
山
仁
美　

市
長
賞
＝
大
坪
規

嗣　

議
長
賞
＝
小
沢
法
子　

教
育

委
員
会
賞
＝
小
川
三
代　

文
化
協

会
賞
＝
中
村
眞
由
美　

▼
写
真　

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行

委
員
会
会
長
賞
＝
二
村
孝
徳　

市

長
賞
＝
内
村
美
也
子　

議
長
賞
＝

菅
原
崇　

教
育
委
員
会
賞
＝
馬
場

美
知
子　

文
化
協
会
賞
＝
徳
山
昭

松文
芸
の
部

▼
詩　

議
長
賞
＝
深
見
斗
戊
衣

中
学
生
の
部
で
は
、
優
秀
賞
が

1
0
6
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
、
奨
励
賞
を
除
く
）

美
術
の
部

▼
日
本
画　

第
31
回
国
民
文
化
祭

愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長
賞
＝
青

山
勝
美　

市
長
賞
＝
戸
松
由
美
子　

議
長
賞
＝
今
牧
京
子　

教
育
委
員

会
賞
＝
久
田
葉
子　

文
化
協
会
賞

＝
井
添
敏
治

▼
洋
画
デ
ザ
イ
ン　

第
31
回
国
民

文
化
祭
愛
知
県
実
行
委
員
会
会
長

賞
＝
佐
藤
貴
昭　

市
長
賞
＝
鬼
頭

あ
け
み　

議
長
賞
＝
加
藤
正
和

教
育
委
員
会
賞
＝
小
島
武
郎　

文

化
協
会
賞
＝
奥
村
憲
嗣　

▼
書　

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行

■
市
民
展
入
賞
者
決
定

　

第
31
回
国
民
文
化
祭
・
あ
い
ち

2
0
16

第
62
回
犬
山
市
民
展
が

10
月
25
日
㊋
か
ら
11
月
3
日
㊗
ま

で
南
部
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
美
術
の
部
5
部
門
に

25

9
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

第
31
回
国
民
文
化
祭
愛
知
県
実
行

委
員
会
会
長
賞
、
市
長
賞
、
議
長

賞
、
教
育
委
員
会
賞
、
文
化
協
会

賞
・
奨
励
賞
が
61
人
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、文
芸
の
部
は
詩
、短
歌
、

俳
句
、
川
柳
の
作
品
を
募
集
。
各

部
門
は
一
般
と
小
中
学
生
の
部
か

ら
な
り
、
作
品
は
小
冊
子
で
発
表

し
市
民
展
で
表
彰
し
ま
し
た
。
小

…… 犬山の学校で教えてみませんか ……
▼職種・応募資格・募集人員　

市
　
費
　
負
　
担
　
教
　
員

職　種 指導内容等 応　募　資　格　等 採用予定数

少人数学級の
学級担任 小学校

担任する学級の経営と
各教科・道徳・特別活
動・総合的な学習の時
間等の授業

〈推薦の部〉
・小学校教諭普通免許状取得者
・�犬山市内の小中学校に勤務する教員のうち校長
の推薦が得られた人
〈公募の部〉
・小学校教諭普通免許状取得者
・�過去10年間に公立小中学校の学級担任として勤
務実績を有する人

・勤務実績はないが情熱のある人

6人程度

備
考

1　公立小中学校において学級担任など豊かな教職経験のある人・情熱のある人
2　勤務時間は 1日 7時間45分、 1週間につき38時間45分、休憩 1日45分
3 　平成29年 3 月教員免許取得予定者で、今年度 3月卒業見込みの人も可

特
別
支
援
教
育
支
援
員

職　種 指　導　内　容　等 応　募　資　格　等 採用予定数

小学校
ADHD、高機能自閉症等の発達障害
を有する児童に対し、適切な支援や
指導を行う。

小学校教諭普通免許状取得者
中学校教諭普通免許状取得者
特別支援学校教諭免許状取得者
養護教諭普通免許状取得者　のいずれか

1人程度

備
考

1　平成29年 3 月教員免許取得予定者で、今年度 3月卒業見込みの人も可
2　勤務日数と勤務時間は原則として週 5日間、 1日 6時間、休憩 1日30分

※市費非常勤講師（小学校の算数・理科、中学校の数学・英語・理科）については平成29年度の募集はありません。
※市費特別支援教育支援員（中学校の生徒支援）については、平成29年度の募集はありません。
▼提出書類　（ 1）�犬山市費負担教員への応募　①「犬山市費負担教員採用試験受験申込書」（指定の様式）　②教員免許状（写）　

③推薦の部の場合、「犬山市費負担教員採用候補者推薦書」（指定の様式）添付
　　　　　　（ 2）非常勤講師への応募　①「犬山市立小中学校非常勤講師採用試験受験申込書」（指定の様式）　②教員免許状（写）
　　　　　　（ 3）�特別支援教育支援員への応募　①「犬山市立小中学校特別支援教育支援員採用試験受験申込書（指定の様式）　

②教員免許状（写）
　　　　　　※�免許状更新講習の該当者は、更新講習修了確認証明書の写し、または、修了確認期限延期証明書の写しの提出もお

願いします。
　　　　　　※募集案内や受験申込書は、犬山市ホームページよりダウンロードできます。
▼申込み　　12月 1 日㊍〜平成29年 1 月17日㊋までに犬山市教育委員会　教育部　学校教育課へ
▼面接・作文による選考日　平成29年 1 月23日㊊　犬山市役所
▼問合せ先　学校教育課　（☎44・0350）

■
若
者
の
就
労
無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
14
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室

▼
対
象　

無
業
の
状
態
に
あ
る
若

者
（
15
歳
〜
概
ね
40
歳
）、
子
ど

も
の
就
職
に
悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

8
人　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
申
込
み　

前
日
ま
で
に
電

話
で
い
ち
の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
0
5
8
6
・

64
・
6
3
4
9
㊋
〜
㊏
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
）
へ
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健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時

生
　活

■
イ
ノ
シ
シ
出
没
注
意

　

犬
山
市
の
東
部
地
域
（
今
井
、

池
野
、前
原
、善
師
野
、塔
野
地
、

栗
栖
）
や
楽
田
地
区
を
中
心
に
、

イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
て
い
ま
す
。

以
下
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り
し
、
そ

の
場
か
ら
離
れ
る
こ
と
。

②
餌
付
け
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

③
石
を
投
げ
る
な
ど
の
刺
激
を
与

え
な
い
こ
と
。

※
イ
ノ
シ
シ
を
目
撃
し
た
人
は
、

市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先　

産
業
課
（
☎
44
・
０

３４

１
）

■
善
意
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
3‌

3
，
8
0
0
円

　

わ
ん
丸
リ
サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
6
日
㊋
＝
黒
川
す

こ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師　

黒
川

孝
志　

12
月
16
日
㊎
＝
城
南
ク
リ

ニ
ッ
ク
医
師　

保
浦
晃
德　

▼
時

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
定

員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

■
ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う
犬
山

　

今
回
は
、
成
田
山
周
辺
を
歩
く

コ
ー
ス
で
す
。
寒
さ
に
負
け
ず
健

康
づ
く
り
推
進
員
と
一
緒
に
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
12
日
㊊
午
前
10
時

〜
（
約
1
時
間
）
※
雨
天
中
止

▼
集
合
場
所　

明
王
門
右
下
砂
利

駐
車
場　

▼
と
こ
ろ　

成
田
山
周

辺
コ
ー
ス　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
み

物
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
出
か
け

て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
先　

市

民
健
康
館　

※
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

　
と
運
動
処
方

　
「
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
っ
た
」

「
荷
物
を
持
っ
た
時
に
持
っ
て
い

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
現
在
の
ご
自
身
の
体

力
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
処
方
で
は
、
健
康
運
動
指

導
士
が
体
力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を

基
に
、
効
果
的
な
運
動
の
方
法
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
13
日
㊋
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

体
力
測
定（
握
力
測
定
、

長
座
体
前
屈
な
ど
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、

上
履
き
用
運
動
靴
、
過
去
に
体
力

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
表　

▼
問

合
せ
先　

市
民
健
康
館

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
当
日
の
体
調
に
よ
っ

て
は
お
断
り
す
る
項
目
も
あ
り
ま

す
。

健
康
プ
ラ
ン
21
�

〜
み
ん
な
で
予
防
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
〜

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に

捨
て
ま
し
ょ
う
。

◦
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

※
高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
12
月
31
日
㊏
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
10
月

1
日
号
広
報
「
い
ぬ
や
ま
」
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
61
・
11

7
6
）

■
県
医
師
会
健
康
教
育
講
座

▼
と
き　

12
月
16
日
㊎
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

江
南

市
民
文
化
会
館
第
1
会
議
室

▼
内
容　

テ
ー
マ
「
年
を
と
る
と

ど
う
し
て
聞
こ
え
が
悪
く
な
り
耳

鳴
り
が
す
る
の
？　

難
聴
・
耳
鳴

り
の
し
く
み
と
対
処
法
」　

▼
講

師　

愛
知
医
科
大
学
医
学
部
耳
鼻

咽
喉
科
学
講
座
教
授　

植
田
広
海

氏　

※
質
疑
応
答
も
予
定

▼
参
加
料　

無
料　

▼
定
員　

先

着
12

0
人
（
事
前
申
し
込
み
不

要
）　

▼
問
合
せ
先　

公
益
社
団

法
人　

愛
知
県
医
師
会
（
☎
052
・

２
４
１
・
4
1
3
9
）

す
の
で
、
室
内
で
は
加
湿
器
等
で

適
度
な
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
栄
養
摂
取
を
日
ご
ろ
か
ら
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

◦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

き
た
ら
、
人
混
み
へ
の
外
出
を
控

え
ま
し
ょ
う
。

◦
か
か
っ
た
時
は
早
め
に
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
安
静
に

し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
水

分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

◦
小
児
、
未
成
年
の
患
者
は
、
急

に
走
り
出
す
、
部
屋
か
ら
飛
び
出

そ
う
と
す
る
、
ウ
ロ
ウ
ロ
と
徘
徊

す
る
等
の
異
常
行
動
を
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
自
宅
で
療
養

す
る
場
合
は
、
少
な
く
と
も
2
日

間
、
保
護
者
等
は
小
児
、
未
成
年

者
が
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

【
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
】

◦
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
時
は
、

他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
押
さ
え
、
他
の
人
か
ら
顔
を
そ

む
け
て
1‌

m
以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

◦
鼻
汁
、
痰
な
ど
を
含
ん
だ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
12

月
上
旬
か
ら
1
月
に
流
行
が
始
ま

り
、3
月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。

普
通
の
か
ぜ
の
多
く
は
、
の
ど
の

痛
み
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な

ど
の
症
状
が
中
心
で
、
全
身
症
状

は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
そ
れ
ら
の
症
状

の
ほ
か
に
突
然
の
38
度
以
上
の
発

熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
小
児

で
は
中
耳
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
や

脳
症
な
ど
を
併
発
し
て
、
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
高
齢
者

や
小
児
で
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

【
予
防
・
治
療
に
つ
い
て
】

◦
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
が
目

安
で
す
。

◦
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た

め
に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど

「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◦
外
出
後
に
は
、
石
け
ん
で
手
洗

い
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

江
南
市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館
（
江

南
市
布
袋
町
東
3
5
9
）　

▼
内

容　

個
別
医
療
相
談
会　

愛
知
医

科
大
学
病
院
神
経
内
科
医
師　

道ど
う

勇ゆ
う

学ま
な
ぶ

氏　

▼
定
員　

4
人
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

▼
申
込

み
・
問
合
せ
先　

12
月
22
日
㊍
ま

で
に
江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
難
病
担
当

（
☎
０
５
８７

・
56
・
２
１
５
７
）へ

■
さ
ら
・
さ
く
ら
の
湯

　
年
末
年
始
臨
時
営
業

　

市
民
健
康
館
「
さ
ら
・
さ
く
ら

の
湯
」
は
、
年
末
年
始
に
下
表
の

日
程
で
臨
時
営
業
を
し
ま
す
。

※
各
日
と
も
入
浴
の
最
終
受
け
付

け
は
、終
了
時
間
の
30
分
前
で
す
。

※
蕎
麦
店
は
、
12
／
30
㊎
、
12
／

込
ん
で
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。　

▼
費
用　

無
料　

▼
申
込
み　

12

月
21
日
㊌
ま
で
に
市
民
健
康
館
へ

（
電
話
申
し
込
み
可
）　

▼
問
合

せ
先　

市
民
健
康
館

■
神
経
系
難
病
医
療

　
相
談
会

　

保
健
所
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
多
系
統

委
縮
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

等
の
神
経
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
専
門
医
に
よ

る
医
療
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
医
に
病
気
の
症
状
や
治
療

等
に
関
す
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

平
成
29
年
1
月
13
日
㊎

午
後
2
時
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

▼
申
込
み　

12
月
5
日
㊊
〜
19
日

㊊
ま
で
に
市
民
健
康
館
へ
（
電
話

可
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館■
禁
煙
相
談

　

毎
月
22
日
は
「
禁
煙
の
日
（
ス

ワ
ン
ス
ワ
ン
の
日
）」
で
す
。「
禁

煙
し
た
い
！
」「
で
き
れ
ば
禁
煙

し
た
い
！
」
そ
の
思
い
を
支
援
し

ま
す
！

▼
と
き　

12
月
22
日
㊍
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分
（
1
人
20
分
程

度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
内
容　

呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定　

血
圧
測
定
な
ど　

※
一
酸

化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
有

害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ど
の

く
ら
い
有
害
物
質
を
体
内
に
取
り

■
生
き
活
き
栄
養
講
座

　

〜
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
〜

　

日
本
人
も
か
か
り
や
す
い
と
い

わ
れ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
。
今
の
と

こ
ろ
症
状
が
な
く
て
も
、
骨
が
も

ろ
い
た
め
に
骨
折
を
し
や
す
く
寝

た
き
り
の
原
因
と
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
れ
以
上
骨
密
度
を
減
ら

さ
な
い
た
め
に
、
食
生
活
を
振
り

返
り
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
21
日
㊌
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康

館　

▼
内
容　

骨
粗
し
ょ
う
症
対

策
の
た
め
の
講
座　

▼
対
象　

市

内
在
住
の
人　

▼
定
員　

先
着
20

人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち

物　

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

　
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
お

よ
び
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
が

改
正
さ
れ
、
平
成
29
年
1
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
育
児
休
業
・
介

護
休
業
の
申
し
出
が
で
き
る
有
期

契
約
労
働
者
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
ほ
か
、
介
護
休
業
の
分
割
取
得

や
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の

半
日
単
位
の
取
得
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
法
律
で
定
め
る
制

度
は
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
な

31
㊏
、
1
／
2
㊊
、
1
／
3
㊋
は

営
業
し
ま
す
。

※
市
民
健
康
館
を
経
由
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
12
／
29
㊍

〜
1
／
4
㊌
ま
で
運
休
し
ま
す
。　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館

さら・さくらの湯
日にち 営業形態 営業時間
12/27㊋ 通常営業 10：00〜20：30
12/28㊌
〜 1 / 1 ㊐ 休　業 −

1 / 2 ㊊ 臨時営業 10：00〜17：30
1 / 3 ㊋ 臨時営業 10：00〜17：30
1 / 4 ㊌ 休　業 −
1 / 5 ㊍ 通常営業 10：00〜20：30

り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http

：//w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

stf/seisakunitsuite/bunya
/0000130583.htm

l　

▼
問
合
せ

先　

愛
知
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
部
指
導
課
（
☎
052
・
２
１
９
・

55

0
9
）

「男女雇用機会
均等法」

「育児・介護
休業法」

改正のお知らせ

厚生労働省の
インフルエンザ

予防啓発キャラクター
「アズキちゃん」

エアフィー

犬
けんけん

健
チャレンジ
対象事業
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人
権
週
間
と
は

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言

を
採
択
し
た
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
人
権
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
諸
行
事
を
行
う
よ

う
、
加
盟
国
等
に
要
請
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
毎
年
12

月
4
日
〜
10
日
を
、「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨

及
び
そ
の
重
要
性
を
広
く
国
民
に

訴
え
か
け
る
と
と
も
に
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た

め
、啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
週
間
の
行
事
予
定

〈
人
権
相
談
〉
12
月
6
日
㊋
午
後

1
時
〜
4
時　

南
部
公
民
館
会
議

室
3

〈
ビ
デ
オ
上
映
会
〉
12
月
6
日

㊋
・
7
㊌
・
8
㊍
午
後
2
時
30
分

〜
4
時　

市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

上
映
作
品　

〜
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
朗
読

〜
他人

権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
活
動
を
行

う
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

人
権
問
題
解
決
に
向
け
て
相
談

業
務
の
ほ
か
、
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
各
学
校

や
子
ど
も
未
来
園
で
の
人
権
教
室

の
開
催
、
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、

人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、
人
権
擁

護
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

犬
山
市
で
は
六
人
の
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

▼こんなことに困ることがあります　
◦�目が見えないので、点字ブロックを歩いていたら物がありぶつかった、人が立ち話をしていたので避けて通
るのが大変だった。
　　→点字ブロックは視覚障害者の大切な誘導路です。自転車など物を置かないようにしましょう。
◦�耳に障害があり、大声で話されても聞こえないのでわからない。
　　→�聴覚障害者は、聞こえ方やこれまでの生活によって、それぞれコミュニケーション方法を身につけてい

ます。コミュニケーションには、音声での会話、読話、筆談、手話などさまざな方法があります。（犬山
市では手話講座や要約筆記講座を開催しています。）

◦�車椅子を使用していて車からの乗降に広さが必要なので、障害者用駐車スペースに止めたい。
　　→障害者用駐車スペースは、必要としている人がいつでも使えるようにしましょう。
◦�内臓障害があるが外見ではわからないので、周囲に理解されない。
　　→�内臓障害など外見からは分かりにくく、障害がないと誤解を受けることがあります。障害により長時間

の移動が困難で、電車などの優先席に座りたい人がいることを理解しましょう。

12月 3 日㊏から 9 日㊎は障害者週間です

　障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害のある人が社会、経済、文化その他あら
ゆる分野の活動への積極的に参加する意欲を高めることを目的として、障害者基本法では毎年12月 3 日
から 9日までの 1週間を「障害者週間」と定めています。
　障害はその特性により対応はさまざまです。あなたのちょっとした心遣いが、地域をあたたかくし住
みよいまちづくりにつながります。
　この機会に障害について理解を深め、自分でもできる配慮や工夫を見つけてみませんか？

平成28年 4 月 1 日施行「障害者差別解消法」
（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律） 愛知県では「愛知県障害者差別解消推進条例」を制定

■障害者差別解消法のポイント☝
　�　障害を理由に正当な理由なくサービスの提供を拒否、制限したり、条件をつけたりしないこと、そして、
社会的障壁を理解し、それを取り除くための合理的配慮をすることが大切とされています。

■私たちにできること☝
＜例えば！＞
◦�聴覚障害の人に対して、必要な情報を声だけでなく、筆談でも伝えるなど。
◦�視覚障害の人に対して、書類を渡すだけでなく、書類を読みあげて内容を伝えるなど。
◦�知的障害のある人などが理解しやすいように、書類にふりがなを付けたり、難しくない言葉やわかりやす
い表現を使用するなど。

▼日常生活用具給付事業の追加について　
　人工内耳を装用している人の対外部装置の再購入費用の補助をしています。
　ストーマ装具の対象品目に消臭剤などを追加しました。給付は限度額内の範囲となります。
▼軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業について　
　両耳の聴力レベルが30デシベル以上70デシベル未満で身体障害者手帳の交付対象外である18
歳未満の人に補聴器購入の補助をしています。
▼�各品目、支給には要件がありますので、福祉課障害者担当（☎44・0321）へ問い合わせてください。

☆「社会的障壁」とは
　障害のある人にとって日常生活
や社会生活を営む中で妨げとなる、
社会における事物・制度・慣行・
偏見などの観念などのことです。

☆「合理的配慮」とは
　障害のある人から何らかの配慮を求め
られたときに、その人に何が社会的障壁
となっているかを理解し、実際にどのよ
うな支援が必要なのかを知り、負担にな
り過ぎない範囲で配慮をすることです。

人
権
相
談

　

毎
月
第
3
水
曜
日　

午
後
1
時

〜
4
時
（
月
に
よ
っ
て
日
時
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

南
部
公
民
館
第
3
会
議
室

子
ど
も
人
権
教
室

　

主
に
小
学
生
、
保
育
園
児
な
ど

を
対
象
と
し
て
、
人
権
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
人

権
尊
重
思
想
に
つ
い
て
理
解
し
や

す
い
内
容
と
な
る
よ
う
ビ
デ
オ
、

紙
芝
居
、
か
る
た
、
ク
イ
ズ
な
ど

を
活
用
し
思
い
や
り
の
大
切
さ
や

い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
な
ど
を
伝

え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

常
設
人
権
相
談
所

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を

除
く
毎
日
開
設　

午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

「
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番
」

　

0
5
7
0
・
0
0
3
・
1
1
0

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

　

0
1
2
0
・
0
0
7
・
1
1
0

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

0
5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
」

h
ttp

：//w
w
w
.m
o
j.g
o
.jp
/

JIN
K
EN
/jinken113.htm

l

委　員　紹　介
水　

谷　

欽　

一

市　

原　

尊　

光

紀　

藤　

久
美
子

髙　

橋　

由
里
子

梅　

村　

幹　

雄

岩　

田　

芳　

子

第
68
回
『
人
権
週
間
』

　
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
　
違
い
を
認
め
合
う
心
〜

子ども未来園での子ども人権教室の様子

12
月
4
日
㊐
〜
10
日
㊏
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この期間は、ごみを出しても
収集されません。
ごみは、下の収集日程表を
確認して出してください。

◆ごみ収集の休業日

可 燃 ご み 12/31㊏〜1/3㊋
不 燃 ご み
資源物など 12/29㊍〜1/3㊋

◆年末年始ごみ収集日程表
通常の収集時間と異なる場合がありますので、
必ず各町内の収集日の午前 8時までに出してください。

年末年始のごみ収集と、し尿汲み取り

収　

集　

日　

程

12月 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

可燃
ごみ

月・木コース × × ○
注1） × × × × × × ○ × ×

火・金コース ○ × × ○
注1） × × × × × × ○ ×

水・土コース × ○
注1） × × × × × × ○ × × ○

不燃ごみ・資源物等�注2） 通常どおり × × × × × × 通常どおり

粗大ごみ� 注3） 通常どおり × × × × × × 通常どおり

※�都市美化センター（10kgにつき200円の処理手数料が必要です。）および同センター内わん丸エコステー
ションは、12月29日㊍から 1月 3日㊋までは、休みとなりますので、個人の持ち込みはできません。
※年末の都市美化センターへの持ち込みは、大変混雑し、 1時間以上お待ちいただく場合があります。
※�コンクリートブロック、レンガ等の石材は、都市美化センターでは処理ができません。環境課までご相
談ください。
注 1）�12月28日㊌の可燃ごみ収集は「㊌・㊏コース」のみ、29日㊍の可燃ごみ収集は「㊊・㊍コース」のみ、

30日㊎の可燃ごみ収集は「㊋・㊎コース」のみです。
注 2）�プラスチック製容器包装、ペットボトル、アルミ缶、スチール缶、空きびん、飲料用紙パック、有

害ごみ、スプレー缶類、新聞紙、雑誌、雑がみ、ダンボール、布類。
　　 プラスチック製容器包装の第 5週目（12月29日㊍、30日㊎、31日㊏）の収集はありません。
注 3）粗大ごみ受付センターは、12月29日㊍から 1月 3日㊋まで休みとなります。
▼問合せ先　環境課（☎44・0344）へ
�

◆し尿汲み取りの休業日

12月29日㊍〜 1月 3日㊋
※�年内は混み合いますので、年内の汲み取りを希望される場合は、12月20日㊋午後 5
時までにお申し込みください。（前もってし尿汲み取り券を用意してください。）
▼申込み　犬山衛生管理組合（☎54・2397）へ

■
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
協
力
を

■
水
道
管
の
冬
じ
た
く

●
夜
の
冷
え
込
み
に
注
意

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
特
に
多
く
発
生
す
る

の
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ

②
建
物
の
北
側
に
水
道
管
が
あ
る

と
こ
ろ

③
水
道
管
に
風
が
強
く
吹
き
付
け

る
と
こ
ろ

●
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

ま
ず
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
水
を

止
め
て
か
ら
、
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
へ
修
理
（
有
料
）
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

き

　

凍
結
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ

る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。

熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
が
破

裂
し
た
り
ヒ
ビ
割
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
防
寒
の
し
か
た

①
管
の
ま
わ
り
に
保
温
材
を
巻
き

ま
す
。
蛇
口
が
破
裂
し
や
す
い
の

で
、
絵
の
よ
う
に
完
全
に
包
ん
で

く
だ
さ
い
。

②
手
近
な
も
の
と
し
て
、
毛
布
や

布
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
が
濡
れ
な
い
よ
う

に
、
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻

い
て
く
だ
さ
い
。

③
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
毛

布
や
布
な
ど
を
入
れ
、
上
に
段

ボ
ー
ル
な
ど
を
の
せ
て
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
を
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

（
な
お
、
メ
ー
タ
ー
検
針
が
行
え

る
よ
う
な
状
態
を
保
持
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
）

▼
問
合
せ
先　

水
道
課
（
☎
62
・

9
3
0
0
）

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
12
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

4
日
㊐　

東
部
中
学
校
P
T
A

（
☎
67・

7
4
0
1
）

10
日
㊏　

犬
山
中
学
校
P
T
A

（
☎
61・

2
4
0
9
）、
南
部
中
学

校
P
T
A
（
☎
67・

0
0
3
0
）

17
日
㊏　

池
野
小
学
校
（
☎
67・

０
５
４４

）、城
東
中
学
校
P
T
A

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
日
曜
日　

御
幸
町
町
内
会

毎
週
木
曜
日　

午
前
8
時
30
分
〜

10
時　

犬
山
駅
前
通
り
発
展
会

5
日
㊊　

大
本
町
町
内
会

25
日
㊐　

上
野
住
宅
自
治
会

27
日
㊋　

犬
山
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
ん

ど　

☎
61・

8
0
0
8
）

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
程
の
変
更
・
回
収
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

環
境
課
（
☎
44・

０３４４



）

◆わん丸リサイクル小屋
　（リサイクル品販売）開設

わん丸リサイクル小屋

と　　き 12月11日㊐
午後 1時〜午後 4時

と こ ろ わん丸リサイクル小屋
（上坂公園西）

実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対　　象 市内在住の人

そ の 他 一部抽選品あり
（抽選は午後 2時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。
◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設

エコステーション わん丸エコステーション

と　き

12月11日㊐ 12月18日㊐ 12月25日㊐ 常　設

午前 9時〜午後 4時 午前 9時〜正午 午前 9時〜正午

平日：午前 8時30分〜正午
　　　午後 1時〜午後 3時30分
土曜：午前 8時30分〜午前11時30分
　※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

ところ わん丸リサイクル小屋敷地内
（上坂公園西） 南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター敷地内

回収
品目

新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・飲料用紙パック・アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無色・
茶色・その他）、廃食用油（植物性の
み）・小型家電 9品目・パソコン

対　象 市内在住の人
その他 各自で資源容器に投入
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犬山市子育て情報 犬山市子育て情報
12月の【子育て支援事業】 各施設で子育て支援事業を実施しています。ぜひご

参加ください。（日程は変更されることもあります）
児童館・児童センター　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）

事業名 対象 とき ところ 内容 12月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（0歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
10：00〜15：00
㊗は除く

市内 7か所
児童館・
児童センター

体操・手遊び・
ふれあい遊び・
楽器遊びなど

クリスマス会
19日㊊
楽田・羽黒・城東・
犬山西・東・犬山南
20日㊋
中央

パパも
　遊ぼう

未就園の乳幼児と父親
（家族も大歓迎）

12月24日㊏
10：30〜11：30

犬山西
児童センター

クリスマス
ごっこ

※各児童館・児童セン
ターでも自由に遊んで
いただけます。

子育て支援センター　▼問合せ先　さら・さくらつどいの広場（☎63・3817）
事業名 対象 とき ところ 内容

にこにこタイム 未就園の多胎児と保護者 12月7日㊌
10：30〜11：30

市民健康館
さら・さくら

交流・情報交換

さくらっこ
　ひよこ

6か月〜1歳未満のお子さん
と保護者

12月9日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話・
歯磨き講座

さくらっこ
　あひる

1歳〜1歳6か月のお子さん
と保護者

12月16日㊎
10：30〜11：30

歌・体操・ふれあい遊び・お話・
離乳食講座

わくわくっこ
　コアラ

1歳6か月〜2歳6か月の
お子さんと保護者

12月15日㊍
10：30〜11：30 英語であそぼう・絵本

※ 0 . 1 . 2 歳児を持つ親の勉強部屋 3期（12月 1 日・ 6日・14日・20日）は受け付けを終了しています。

【相談事業】

子育て
毎日（㊐・㊗除く）9：00〜17：00　さら・さくらつどいの広場　� （☎63・3817）
毎日（㊏・㊐・㊗除く）9：00〜17：00　犬山市子育て支援センター� （☎61・7533）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城東第2子育て支援センター� （☎62・5677）

家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）9：00〜16：00　家庭児童相談室　� （☎62・4300）

利用者支援 毎日（㊏・㊐・㊗除く）8：30〜17：00　子ども未来課� （☎44・0324）
※子育ての情報を提供し、相談・援助などをおこないます。

　市では「元気の源、ワンだふる朝ごはん」という
キャッチフレーズのもとに朝ごはんの取り組みを進
めています。一日の活動のエネルギー源として朝ご
はんはとても大事。ワンだふる朝ごはんを簡単に楽
しく作ってみませんか。当日は市の管理栄養士と、
名古屋経済大学管理栄養学科学生が一緒に作ります。
▼と　き　�1 月14日㊏午前10時〜午後 1時
　　　　　（ 9時45分受付開始）
▼ところ　犬山西児童センター
▼対　象　市内の小学生　　▼定　員　先着20人
▼内　容　�簡単な朝ごはん作り、名経大学生による

朝ごはんについてのお話
▼参加料　 1 人400円（材料費）
▼持ち物　�エプロン、三角巾、手拭タオル、参加料、

お茶、筆記用具（鉛筆、消しゴム）
▼申込み　�12月12日㊊〜平成29年 1 月 6 日㊎に保健

センター（☎61・1176）へ

　児童図書館研究会運営委員長などを歴任された
黒沢克朗さんによる講演会を開催します。子ども
たちへの本の選び方について詳しくお話しします。
▼と　き　 1 月14日㊏午後 1時30分〜
▼ところ　市立図書館 2階展示室
▼対　象　�読み聞かせに関心のある人・子育て中

の人
▼定　員　先着100人
▼内　容　�講演会　テーマ「選書は何故必要か」

絵本から幼年童話・児童書に移るには
▼講　師　�黒沢克朗氏（調布市立図書館司書）
▼参加料　無料
▼申込み・�問合せ先　12月 7 日㊌午前10時から市

立図書館（☎62・6300）
※�図書館の駐車場には限りがありますので、公共
交通機関を利用してください。

黒沢克朗さん講演会食育イベント朝食クッキング参加者募集

犬山市遺児手当および児童扶養手当の定期支払いのお知らせ

〜ステップ・アップ！　子育て力！〜
子育て講座「0.1.2歳児を持つ親の勉強部屋」第4期　受講生募集

　「子どもとの向き合い方は、今のままでいいのかな」「どんな言葉をかけたらいいのかな」と悩んでいる
ママたちのために、子育てについて、専門の先生やママ友仲間からヒントをもらい、子育て力がアップす
る講座です。
　今回の講座では、子どもとの絆を深めるための関わり方や親子の健康について、話を聞いたり実習をし
ます。講座を通して、ママ友の輪も広がりますよ。皆さんの参加をお待ちしています。
▼とき・内容　下表のとおり　
▼ところ　市民健康館さら・さくら
▼対　象　�0 歳児・ 1歳児・ 2歳児（平成25年 4 月 2 日生〜）とその保護者、祖父母（母親、父親、祖父

母のみの参加でも可）
▼定　員　20組　　
▼参加料　 5 回受講で1,000円（初回講座日に集金します）
▼持ち物　水筒、着替え一式（必ず記名）
▼託　児　生後 6か月以上児。 6か月未満児は、会場で保護者の方と一緒に過ごします。
▼申込み　12月 5 日㊊〜10日㊏に、電話でさら・さくらつどいの広場（☎63・3817）へ

〈とき・内容・講師〉　※内容は、 1・ 2歳児向けです
回 と　き 講座名 講師（敬称略） 託児

1 1 月24日㊋
午前10時〜11時
（受け付けは　　
　　午前 9時45分）

講話
　「子どもに伝える愛」

子育てアドバイザー
長田初美 あり

2 2 月 2 日㊍ 親子あそび
「えいごであそぼう」 二橋博代 なし

3 2 月 7 日㊋ 実技　ママの健康
「産後整体　バランスボール」

助産師
種田好美 あり

4 2 月14日㊋
午前10時〜11時30分
（受け付けは　　
　　午前 9時45分）

調理実習
「栄養たっぷり！

　愛情たっぷり！幼児食」

保健センター
管理栄養士
岩見恵美子

あり

5 2 月24日㊎
午前10時〜11時
（受け付けは　　
　　午前 9時45分）

講話
「子育ては楽しく」

中部大学准教授
藤原辰志 あり

※多くの人に受講していただくために、今年度未受講の人を優先して受け付けを行います。
※第 2回目の講座は、親子で一緒に参加します。
※都合により講師に変更がある場合があります。

　犬山市遺児手当（平成28年 8 月分〜11月分）を11月30日㊌に、振り込みました。また、児童扶養手当（平
成28年 8 月分〜11月分）を12月 9 日㊎に振り込みます。
　各手当受給者の人は、預貯金通帳にて支払い確認をお願いします。各手当とも支払通知書はお送りして
いません。支払いが確認できない場合は、担当まで連絡してください。
　なお、継続して受給している人の児童扶養手当の支払い月額は10月中旬に郵送した児童扶養手当証書（き
みどり色）に記載されていますので確認してください。
　また、次回の定期支払いは、犬山市遺児手当は 3月を、児童扶養手当は 4月を予定しています。
※犬山市遺児手当と児童扶養手当はひとり親家庭等への支援制度です。
▼問合せ先　子ども未来課育成担当（☎44・0323）

2021 広報いぬやま　H28・12・1号 広報いぬやま　H28・12・1号



犬
山
警
察
署
だ
よ
り

テレビ　中部ケーブルネットワーク　12ch
避難所開設案内、警報などの放送

犬山市ホームページ
市内の気象情報・雨量・
河川水位などを検索

　

市
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
は
、

孤
立
防
止
や
介
護
予
防
、
認
知
症

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

近
く
で
集
え
る
場
を
知
り
た
い

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
高

齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
き
ず
な
の
友
◇

　

脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
の
卒

業
生
が
立
ち
上
げ
た
地
域
活
動
で

す
。
犬
山
市
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
第

1
、
第
3
金
曜
日
の
午
前
中
、
市

民
健
康
館
さ
ら
さ
く
ら
に
て
簡
単

■
12
月
に
満
85
歳
に

　
な
る
人
へ

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金
相
当

額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
月
で

満
85
歳
に
な
る
人
、
す
で
に
満
85

歳
に
な
っ
て
い
て
交
付
手
続
を
し

て
い
な
い
人
は
長
寿
社
会
課
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
月
で
満
85
歳
に
な
る
人
は
誕

生
日
前
日
か
ら
交
付
の
手
続
き
が

可
能
で
す
。

▼
対
象　

満
85
歳
以
上
の
人
（
た

だ
し
、
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
の
対
象
と
な
る
人
を
除
く
）　

▼
交
付
枚
数　

最
大
8
枚
（
申
請

さ
れ
た
月
か
ら
平
成
29
年
3
月
分

ま
で
）　

▼
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
顔
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3

㎝
）
1
枚　

▼
交
付
場
所　

長
寿

社
会
課　

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社

会
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
☎
44
・

0
3
25

）

■
高
齢
者
の
生
活
や

　
福
祉
・
介
護
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
と

介
護
保
険
事
業
計
画
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
、
65
歳
以
上
の
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
市
民
2
，

0
0
0
人
と
、
在
宅
で
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
市
民

5
0
0
人
を
対
象
に
福
祉
・
介
護

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
に

て
実
施
し
ま
す
。
期
間
は
12
月
上

旬
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課
（
☎

44
・
0
3
26

）

■
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、地
域
文
化
の
振
興
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
支
援
な
ど
を
は
じ

め
、
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
を

通
じ
て
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
の

た
め
に
各
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
羽

黒
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
に
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」が
助
成
決
定
さ
れ
、物
置
、

草
刈
機
、
音
響
機
器
な
ど
の
備
品

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課
（
☎

44
・
0
3
4
6
）

市内街頭犯罪発生状況
10月 平成28年中

刑法犯罪数
（昨年同期）

35件
（41件）

346件
（468件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

4件
（ 1件）

29件
（30件）

車上狙い
（昨年同期）

0件
（ 1件）

6件
（16件）

自転車盗
（昨年同期）

6件
（ 7件）

72件
（95件）

市内交通事故発生状況
10月 平成28年中

人身事故件数
（昨年同期）

19件
（24件）

210件
（253件）

死者数
（昨年同期）

0人
（ 0人）

0人
（ 3人）

負傷者数
（昨年同期）

19人
（28人）

256人
（319人）

◆
市
内
の
10
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
35
件
（
昨
年
41
件
）
で
す
。

　

自
転
車
盗
被
害
は
犬
山
北
、
犬

山
西
、
城
東
、
池
野
地
区
で
各
1

件
、
空
き
巣
忍
込
み
は
楽
田
、
犬

山
東
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
2
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
・
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
・
犯
罪
を
見
逃
さ
な

い
」
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」「
犯

罪
の
起
き
に
く
い
地
域
社
会
を
自

分
た
ち
の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う

気
持
ち
が
大
切
で
す
。も
う
一
度
、

自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
犯
罪
に
つ

い
て
考
え
、
ご
家
庭
や
地
域
で
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
年
の
瀬
を
安
全
に

　

年
の
瀬
は
、
金
融
機
関
等
へ
の

行
き
帰
り
を
狙
っ
た
ひ
っ
た
く
り
、

買
い
物
等
で
留
守
が
ち
な
家
を
狙

っ
た
ド
ロ
ボ
ウ
な
ど
、
犯
罪
の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

○�

深
夜
ス
ー
パ
ー
、
深
夜
飲
食
店

等
の
経
営
・
管
理
者
さ
ん
へ

　

終
日
営
業
さ
れ
る
店
に
管
理
体

制
の
弱
い
時
間
帯
を
狙
っ
た
強
盗

事
件
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
身
体
安
全
確
保
と
警
察
へ
の
迅

速
な
通
報
、
犯
人
の
人
相
や
着
衣

な
ど
の
確
認
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
強
盗
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
、
複
数
勤
務
員
の
配
置
、

勤
務
員
同
士
の
連
携
、
防
犯
設
備

の
整
備
と
点
検
、取
扱
い
の
習
熟
、

従
業
員
へ
の
防
犯
指
導
と
訓
練
、

売
上
金
の
適
正
な
保
管
・
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

　
「
そ
の
酒
で 

失
う
信
頼 

家
族

の
未
来
」
飲
酒
運
転
に
よ
る
危
険

運
転
致
死
傷
罪
に
問
わ
れ
た
交
通

事
故
で
は
、
懲
役
23
年
の
実
刑
判

決
を
受
け
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
杯
で
全
て
を
失
い
ま
す

か
？

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署

（
☎
61
・
0
11

0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/pol

な
計
算
、
音
読
、
運
動
を
行
い
楽

し
く
介
護
予
防
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
住
民
主
体

活
動
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

44
・
0
3
25

）

■
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て

　

市
内
に
事
業
用
の
資
産
（
構
築

物
、機
械
装
置
、車
両
等
運
搬
具
、

工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
）
を
お

持
ち
の
人
は
、
償
却
資
産
と
し
て

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
所
有
状
況

を
市
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
資
産
自
体

に
増
減
が
無
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
で
す
。）

　

平
成
28
年
度
分
の
申
告
を
さ
れ

た
人
に
は
、
12
月
に
申
告
の
案
内

を
送
付
し
ま
す
が
、
平
成
28
年
1

月
2
日
以
降
に
新
た
に
事
業
を
始

め
た
人
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
告
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、e
L
T
A
X（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）を
利
用
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
申
告
を
行
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//
w
w
w
.eltax.jp/

）
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
申
告
期
限　

平
成
29
年
1
月
31

日
㊋

※
申
告
書
受
付
業
務
の
集
中
緩
和

の
た
め
、
1
月
20
日
㊎
ま
で
の
申

告
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他　

償
却
資
産
（
固
定
資

産
税
）
申
告
の
手
引
」
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、「
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
」
内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
探
す
」
に
て
「
償
却

資
産
の
申
告
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

（http

://w
w
w
.city.inuyam

a.
aichi.jp/kurashi/shizei/1000040/
1000059/1000060.htm

l

）

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
担

当
（
☎
44
・
0
3
15

）

●
居
合
道
教
室
無
料
体
験

　

居
合
道
は
女
性
や
高
齢
者
に
最

適
な
武
道
で
す
。
見
学
や
無
料
体

験
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

毎
週
㊐
午
前
9
時
〜
11

時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
市
武
道
館　

▼
問
合
せ
先　

渡
邉
（
☎
61
・
４

２
６
１　

E
メ
ー
ル　

sakio@
m
vg.biglobe.ne.jp

）

●
3‌

D
ク
ラ
フ
ト
サ
ー
ク
ル

　

細
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
は
さ
ん
で
、

立
体
絵
づ
く
り

　

額
、
B
O
O
K
、
カ
ー
ド
、
手

帳
、
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
な
ど
が
作

れ
ま
す
。
最
短
20
〜
30
分
。
素
敵

な
作
品
が
で
き
ま
す
♥

▼
と
き　

毎
月
第
2
・
第
4
㊍
午

後
1
時
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
南
地
区
学
習
等
供
用
施
設　

▼
問
合
せ
先　

千
海
（
☎
０９０
・
７

６
８３

・
6
4
6
3
）

●
お
し
ゃ
れ
な
光
の
世
界
…

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
品
展

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
お
し
ゃ
れ

な
世
界
に
魅
せ
ら
れ
た
仲
間
の
作

品
展
。
光
に
輝
く
表
情
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
仲
間
15
人
が
25
点

ほ
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
8
日
㊍
〜
18
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

▼
と
こ

ろ　

小
弓
の
庄　

▼
問
合
せ
先　

小
弓
の
庄
（
☎
68
・
3
7
6
7
㊊

休
館
）

●�

皆
が
笑
顔
に
な
る
場
所
は
ｃ
ｏ

ｃ
ｏ

　

パ
パ
も
彼
氏
も
一
緒
に
ね
♪

　

家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
！！

体
験
ブ
ー
ス
・
施
術
・
占
い
・
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
小

物
を
出
展
し
ま
す
。

▼
と
き　

12
月
11
日
㊐
午
前
10
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民

館
1
階
展
示
室
1　

▼
問
合
せ
先　

c
o
c
o
c
h
a
r
m
坂
本
（
☎

090
・
4
11

0
・
７７８７



）

●
第
12
回
樹
の
会
日
本
画
展

▼
と
き　

12
月
14
日
㊌
〜
18
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
初

日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

■
愛
北
広
域
事
務
組
合

指
名
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
追

加
受
付
に
つ
い
て

　

愛
北
広
域
事
務
組
合
が
平
成
29

年
度
に
発
注
す
る
建
設
工
事
・
設

計
等
業
務
、
物
品
の
製
造
・
納
入

及
び
委
託
業
務
に
関
す
る
指
名
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
28
年
に
申
請
し
受

理
さ
れ
た
方
は
、
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
受
付
期
間　

平
成
29
年
1
月
23

日
㊊
か
ら
平
成
29
年
1
月
27
日
㊎

ま
で　

▼
受
付
時
間　

午
前
9
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
午
後

3
時
30
分　

▼
受
付
場
所　

愛
北

広
域
事
務
組
合
（
愛
北
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
事
務
室　

▼
問
合
せ

先
・
提
出
先　

愛
北
広
域
事
務
組

合
（
☎
０
５
８７

・
37
・
０
８
４

０　

岩
倉
市
野
寄
町
向
山
7
6
0

番
地
）
※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
申
請
様
式
は
、
下
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。　

http

：//w
w
w
.

aihoku-kouiki.jp/
■
愛
北
広
域
事
務
組
合

　
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況

　

愛
北
広
域
事
務
組
合
の
「
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
」
は
、
愛

北
広
域
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp

：//w
w
w
.a
ih
o
k
u
-

kouiki.jp/

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
問
合
せ
先　

柴
田
（
☎
０９０
・
１

２
３３

・
1
4
9
9
）

●
お
抹
茶
を
ぺ
ッ
パ
ー
君
（
人
型

ロ
ボ
ッ
ト
）と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
子
さ
ん
も
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

▼
と
き　

12
月
15
日
㊍
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

内
田
南　

個
人
宅
茶
室　

▼
参
加
料　

１
０

０
円　

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先　

12
月
12
日
㊊
ま
で
に
高
齢
者
あ
ん

し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
犬
山
北
地
区

サ
ブ
セ
ン
タ
ー　

林
（
☎
62
・
１

１
６
６
）
へ

2
月
1
日
号
の
締
め
切
り
は
12
月

15
日
㊍
、
2
月
15
日
号
の
締
め
切

り
は
1
月
5
日
㊍
。

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp（空メール用送信アドレス）

災害情報は
ここから⇒

■
高
齢
者
の

　
集
え
る
場
が
次
々
と

　
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
！

2223 広報いぬやま　H28・12・1号 広報いぬやま　H28・12・1号



◦『ピーターラビットの世界へ』
（河野芳英著）

◦『レシピにたくした料理人の夢』

民生委員さんの一覧表
　民生委員・児童委員は、日常生活での悩みや心配ごとを持つ人の身近な相談相手であり支援者です。秘密は厳守されます
ので、気軽に相談してください。なお、氏名・電話番号が空欄箇所については、まだ委員が決まっていません。決まり次第、
お知らせさせていただきます。� ▼問合せ先　福祉課庶務・生活保護担当　（☎44・0320）

氏名 電話番号 担当区域 氏名 電話番号 担当区域
1 大澤　美香 61-1322 本町、中本町、下本町、鍛冶屋町 65 奥村真知子 61-1911 上切、中切、寺洞（寺洞 1　寺洞 2）
2 小川愼太郎 62-7888 練屋町、新町、魚屋町、東新道 66 吉田　光一 61-4215 清水、伏屋、向野
3 武藤　　健 61-3561 南熊野町、北熊野町、枝町、寺内町 67 もえぎヶ丘 1、もえぎヶ丘 2、もえぎヶ丘 3
4 紀藤　秀夫 62-6704 御幸町、西松本町、富士見町 68 岩井みつ子 63-3655 四季の丘 1、四季の丘 2、四季の丘 3、四季の丘 4
5 山本　友子 61-9019 東松本町 1区、ハイタウン 69 四季の丘 5、四季の丘 6北、四季の丘 6南、四季の丘 7
6 酒井　敏子 61-8526 東松本町 2区、犬山警察署寮 70 酒井　敏夫 61-4222 富岡東 1、富岡東 2、富岡中、ひばりヶ丘 1、ひばりヶ丘 2、溢愛館
7 澤野美代子 61-0372 東余坂、西余坂、小島町 71 沢田　一夫 61-4383 富岡西、富岡新町 1、富岡新町 4、富岡新町 5

8 尾関　順子 62-2635 丸山 1、丸山 2、丸山 3  72 平井百合子 61-8392 富岡新町 2、富岡新町 3－ 1、富岡新町 3－ 2、キルシェハイム、さくらんぼ
9 秋田眞由美 61-3327 丸山 4、丸山 5、老人ホーム 73 大岩　佳子 62-3335 栗栖全域、継鹿尾
10 伊藤　直之 61-4131 南丸山、丸山南別祖 74 善師野台 1、善師野台 2、善師野台 3、善師野台 4
11 伊藤　久美 62-7026 丸山天白町東、丸山天白町中、丸山天白町西 75 吉野　泰永 67-2002 成海、貴船住宅、日の出町
12 宮下　　弘 61-4334 内田 1区、内田 2区 76 岡田加多司 68-2830 八幡北、八幡町、ナビタウン 1、ナビタウン 2
13 小島　成夫 61-4758 内田 3区、名鉄ホテル独身寮 77 井藤　秋男 68-0544 蝉屋、八幡前住宅 1、八幡前住宅 2

14 進藤　一行 61-4409 内田 4区、内田 5区、 78 石田　耕司 67-8747 川原口、二日町、金屋団地第 1、金屋団地第2、レインボー第二羽黒
15 三谷　文子 62-1630 西新道、東丸ノ内、西丸ノ内、大手町 79 森藤美佐子 67-5558 稲葉、城南、城中、城北、大橋

16 橋本　和子 61-0630 上大本町、西図師、大本町、下大本町 80 森川　弥生 67-6287 堀田第 1、堀田第 2、鳳町、レインボー羽黒、ベルヴィル、ベルドゥエ
17 大須賀好子 61-3091 坂下大本町、材木町、七軒町、鵜飼町 81 保浦　髙志 67-7525 朝日
18 小川真由美 61-2089 井堀町南、井堀町北、新坂町 82 長谷川良則 67-1317 吹上
19 長谷川泰彦 61-1814 上中切、中々切北 83 奧村　勝視 67-1603 安戸、赤坂、外山、鉾添
20 野呂　一彦 62-1712 木津東、木津北、木津白帝台、木津白桜 84 佐橋　孝子 67-3719 尾張富士グリーンハイツ
21 後藤　蓉子 61-2681 木津南、木津西、木津中、東洋紡寮、東洋紡社宅 85 佐々　　忍 67-8731 緑ヶ丘北、緑ヶ丘南
22 後藤　尚光 62-5951 天神町 1、天神町 2 86 箕浦　仁美 67-3936 長者町団地 1、富士苑
23 中村　敏行 62-0509 天神町 3、天神町 4・ 5 87 折田　玲子 67-8579 長者町団地 2、長者町団地 3
24 奥村恵美子 62-1001 中々切東、中々切西、中々切南　　 88 長者町団地 4、長者町団地 5
25 森川小夜子 61-3031 名栗町、外町、坂井町、猪ノ子町 89 田中　整治 67-7168 長者町団地 6、長者町団地 7
26 松永　汎人 61-0438 出来町、末広町、犬山口、南徳明町、北徳明町 90 辻　　保之 67-8345 富士見ヶ丘、朝日ヶ丘第 1、朝日ヶ丘第 2

27 織田　寛子 61-0331 薬師町、愛宕町、木ノ下 91 武内　義久 67-0035 東菊川、西菊川、北野、米野東、起、稲葉製作所寮、メープル都築
28 千田八重子 61-3865 東専正寺町、西専正寺町 92 寺沢　京子 67-2790 高橋、東椿、星和苑、シキシマ寮
29 谷貝　圭子 62-3638 中三笠町、レインボー北笠屋、北三笠町 93 三田村芳恵 67-5871 椿、椿台団地、南椿台団地、羽黒工業団地
30 長谷川文男 61-3181 レインボー犬山秋葉下、南三笠町 1、南三笠町 2 94 木村　賢司 67-5272 日の出住宅 1街区A、日の出住宅 1街区B
31 前田　多門 62-2385 村田機械社宅、第 2名犬ハイツ、県営橋爪住宅、村田機械寮 95 松岡　慎吾 67-7725 日の出住宅 2街区A、日の出住宅 2街区B
32 橋爪上東、橋爪上北 96 伊藤惠美子 67-6934 日の出住宅 3街区A、日の出住宅 3街区B
33 宮島まち子 62-1734 橋爪上西、橋爪上南 97 塩田　晴海 67-8006 つつじヶ丘
34 原　康眞佐 65-1808 橋爪中北 98 武藤　博紀 69-1506 桃山台
35 髙木　光子 62-0872 橋爪中南 99 武内　建資 67-3430 内久保、荒井、蓮池、ひまわり、蓮池寮、市邨学園
36 日生住宅、白帝団地 100 加藤　 昭 68-1086 二ノ宮、倉曽、南二山、白寿苑
37 佐橋　隆弘 61-6810 五郎丸南第 1、五郎丸南第 2 101 江口 のぶ 67-4166 山崎、北二山、番前、二ノ宮団地
38 佐橋　正夫 62-2229 五郎丸北第 1 102 長塚、長塚 2、長塚 3
39 梅田　新治 62-2286 五郎丸北第 2 103 池尾　和幸 67-0653 長塚 4、福住、山ノ田腰
40 伊藤百合子 62-6711 名犬ハイツ 104 鈴木　直子 67-2501 追分 1、追分 2、県営住宅F、県営住宅G

41 布目　訓久 62-7068 地産団地A、地産団地B 105 県営住宅A、県営住宅B、県営住宅C、県営
住宅D、楽田原、相互段ボール寮

42 成田すみ枝 62-1785 犬山ニュータウン 1、犬山ニュータウン 2、犬山ニュータウン 3、犬山ニュータウン 4 106 永津　敏一 67-2346 原第 1、原第 2、県営住宅E、グリーンタウン楽田
43 佐野眞知子 65-0635 第 1 桜ヶ丘、橋爪国正 107 池田　勝治 67-1928 本郷第 1、本郷第 4
44 時迫間 108 榊原　節夫 67-5290 本郷第 2、本郷第 3
45 谷　　和美 62-2114 上野城見、清水屋寮、オリンパス社宅 109 長縄　秋良 67-4469 西北野、焼野、勝部 1、勝部 2、今仙寮

46 コープタウン犬山 110 松山　陽子 67-1058 横町、楽田工業団地、鶴池、南ニュータウン、イトーテック犬山寮
47 髙木　力三 62-1899 上野米野 111 吉野　正惠 67-1027 楽田下本町、上本町、中町
48 小栗　　忍 62-2714 上野東 112 兼松　充子 67-0864 青塚、青塚新町、巾、一色浦、三和
49 安江久美子 62-7103 上野西、上野南 113 押谷　重昭 67-2864 西楽田団地 1、西楽田団地 2、西楽田団地 3
50 村野　賢次 62-3703 上野住宅 114 御手洗和子 68-2548 西楽田団地 4、西楽田団地 5、西楽田団地 6
51 松尾　伸子 62-7604 上野新町 115 千葉みつる 68-1295 神尾
52 奥村　政章 61-4535 四ツ家、中屋敷、祢宜洞、虎熊 116 宮島　典子 68-0143 入鹿
53 後藤富士子 61-2571 石蔵、観音堂、岩穴 117 奥村　正成 68-0155 富士、安楽寺、ヒルズ入鹿
54 吉原　支郎 62-4039 前原上東、前原上西、前原中 118 和田　幹子 65-1767 犬山北地区全域　主任児童委員
55 小川　忠志 62-4100 前原下、前原向屋敷、前原新田 119 伊東　優香 61-5823 犬山北地区全域　主任児童委員
56 吉田美知子 62-8218 前原台 1、前原台 2 120 長嶌　貴栄 62-5520 犬山南地区全域　主任児童委員

57 福岡　玲子 62-0874 前原台 3、前原台 4 121 鈴木　由美 髙木様方
61-1361 犬山南地区全域　主任児童委員

58 渡邊　光夫 62-2782 前原台 5、前原台 6  122 林　すわ子 61-4774 城東地区全域　主任児童委員

59 和田　和枝 62-0806 杉 1 、杉 2、杉 3、大畔京大、犬山病院、ハートフル、ぬく森、ひかり学園 123 紀藤由美子 62-8429 城東地区全域　主任児童委員

60 紀藤　隆通 61-5093 南西 1、南中、南東 124 武内　久惠 67-0920 羽黒地区全域　主任児童委員
61 中村多香子 65-1360 南西 2、青木団地 125 沖藤　妙子 67-7779 羽黒地区全域　主任児童委員
62 塩入　裕明 62-3885 第 2 桜ヶ丘、長見 126 河村　真江 69-0616 楽田地区全域　主任児童委員
63 亀井　郊美 62-0404 塔野地北、中浦、城東団地 127 杉本　裕子 67-2022 楽田地区全域　主任児童委員
64 間宮美智子 61-3268 中東、中西 1、中西 2、寺田 128 新井　里恵 68-2524 池野地区全域　主任児童委員

任期：平成31年11月30日まで

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

※
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
生
誕

15

0
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ

れ
た
、
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
誕

生
秘
話
、
知
ら
れ
ざ
る
謎
に
迫
る

一
冊
。
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
の
人
生
や

業
績
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

初
公
開
の
イ
ラ
ス
ト
も
多
数
収
録
。

※
だ
ん
だ
ん
体
が
動
か
な
く
な
る

難
病
の
母
に
代
わ
っ
て
、
6
歳
で

台
所
に
立
ち
始
め
た
昇
平
は
、
や

が
て
料
理
人
を
夢
見
る
よ
う
に
。

し
か
し
、
昇
平
も
ま
た
母
と
同
じ

病
に
お
か
さ
れ
て
い
た
。
病
に
よ
っ

て
「
火
を
使
う
こ
と
」
を
禁
止
さ

れ
た
昇
平
の
新
し
い
夢
は
…
。

文 ㈱TRC図書館流通センター

演出 土屋慎吾

●
図
書
館
ま
め
知
識

■
犬
山
が
登
場
す
る
小
説
③

『
槍
ヶ
岳
開
山
』（
新
田
次
郎
・
著
、
1
9
7
7
年
・
刊
）

【
あ
ら
す
じ
】
農
民
の
子

と
し
て
生
ま
れ
、
米
問
屋

の
丁
稚
と
な
っ
た
岩
松
。

不
幸
に
も
、
富
山
藩
内
で

起
き
た
百
姓
一
揆
に
巻
き

込
ま
れ
、
妻
・
お
は
ま
を

槍
で
殺
め
て
し
ま
う
…
。

出
家
し
て
「
播ば
ん

隆り
ゅ
う

」
の
名

を
得
る
が
、
罪
の
呵
責
に

苦
し
み
続
け
る
。

　

後
に
、
仏
業
と
し
て
笠
ヶ
岳
の
再
興
と
、
槍
ヶ
岳
を
開
山
。
槍
の
頂

上
に
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
す
る
。
し
か
し
、
播
隆
に
と
っ
て
本
当
の

意
味
で
の
開
山
は
、
槍
の
穂
に
七
十
間
余
り
の
「
善
の
鎖
」
を
懸
け
下

げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、
播
隆
は
悲
願
を
成
し
遂
げ
、
槍
ヶ

岳
で
天
地
の
光
を
見
た
の
か
…
。

　

作
中
に
は
、
犬
山
城
下
の
御
用
商
人
・
近
江
屋
吾
助
な
ど
が
、
美
濃

太
田
の
祐
泉
寺
に
滞
在
中
の
播
隆
を
訪
ね
る
場
面
や
、
名
古
屋
の
陽
蓮

寺
・
律
如
和
尚
の
案
内
に
よ
り
、
犬
山
城
主
・
成
瀬
正
寿
公
と
播
隆
が

面
会
し
、
槍
ヶ
岳
に
懸
け
る
鎖
を
城
主
が
寄
進
す
る
こ
と
で
、
大
願
成

就
を
託
す
描
写
な
ど
が
あ
る
。

【
こ
ぼ
れ
話
】
作
品
に
お
け
る
播
隆
の
生
い
立
ち
や
妻
殺
害
の
件
な
ど

は
、
新
田
次
郎
が
編
み
出
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ま
た
犬
山
城

主
が
鎖
の
寄
進
を
通
し
て
、
播
隆
の
槍
ヶ
岳
開
山
を
支
援
し
た
史
料
な

ど
も
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。
虚
実
を
入
り
混
ぜ
、
巧
み
に
紡
ぎ
上
げ
た

小
説
な
の
で
す
。
ま
た
現
在
、
長
野
県
松
本
駅
前
に
は
、
播
隆
上
人
の

像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
今
回
の
問
題
】
か
つ
て
、
N
H
K
テ
レ
ビ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
に
新
田
氏
が

就
い
て
い
た
職
業
は
？
（
答
え
は
1
月
1
日
号
で
…
）。

【
前
回
の
解
答
】
阿
刀
田
氏
は
大
学
卒
業
後
、
11
年
間
に
わ
た
り
国
立

国
会
図
書
館
の
「
司
書
」
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

【一般書】
『戦争と看護婦』� 川嶋みどり
『城主になった女　井伊直虎』
� 梓澤　要
『「鬼畜」の家』� 石井光太
『近代日本学校制服図録』� 難波知子
『生から死へ、死から生へ』
� ベルンド・ハインリッチ
『クレーム応対の教科書』� 西村宏子
『一流アスリートの食事』� 細野恵美
『月兎耳の家』� 稲葉真弓
『40歳の言いわけ』� 斉木香津
『危険なビーナス』� 東野圭吾
�
【児童書（読み物）】（小学校低学年）
『ハルとカナ』
『風雲しょうが丸』
『まいごのアローおうちにかえる』
（小学校中・高学年）
『よくわかる警察』
『よくわかる税金』
『ダーウィンと旅して』
『深海大探検！』
『呪われた図書館』
�
【児童書（絵本）】（幼児向け）
『くまさんどこ？』
『「ごめんなさい」がいっぱい』
『えだまめきょうだい』
『かみなりどん』

メ
リ
ー

ク
リ
ス

マ
ス

！

ご
結
婚

お
め
で

と
う
！！

指
輪

だ
よ

う
れ
し
い

こ
ん
な
の

は
じ
め
て

は
っ
！！

全
員
で

ス
リ
ラ
ー

踊
っ
て
る

あ
ら
？
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名古屋経済大学選手が
ドラフト指名！
▼ヤクルト4位指名の中尾輝

ひかる

投手（22歳）
　10月20日のドラフト会議で、名古屋経済大学の
中尾輝投手が東京ヤクルトスワローズから 4位指
名を受け、11月 1 日㊋に犬山市長を表敬訪問しま
した。
　主体のピッチングは左腕から繰り出す150キロの
速球。右打者のインサイドに投げるストレートに
は威力があります。中尾選手は「どんどんアピー
ルしてキャンプから 1軍入りし、一緒に練習して
いきたい。大事な場面でも使ってもらえるような
投手になりたい」と、目標を話してくれました。

　10月16日㊐、上野地区の立
野神社で秋祭りが行われまし
た。
　立野神社の神事の一部とし
て引き継がれている伝統文化
（囃子）が昭和24年の獅子保
存会発足から受け継がれ、区
民との親睦を深めています。
　主な行事は夏祭り、秋祭り、
正月の巫女舞奉納。
　現在会員は、小学生、中学生、男性、女性で指導員を含めて25
名です。立野会館で笛・太鼓・巫女舞の練習を行っています。

200人がわっしょい！
獅子（囃子）
　　　保存会の活動 ▼

屋内・屋外消火栓取扱競練会
　「屋内・屋外消火栓取扱競練会」が10月19日（水）、羽黒するすみふれあい広場で行われました。

優　勝 エナジーサポート㈱
準優勝 大同メタル工業㈱犬山事業所
3位 東洋紡㈱犬山工場
4位 リスパック㈱B
5位 ㈱稲葉製作所犬山工場
6位 協同乳業㈱東海工場

優　勝 スリーボンドワークス㈱
準優勝 矢崎化工㈱犬山工場A
3位 犬山市役所
4位 ㈱今仙電機製作所
5位 敷島製パン㈱犬山工場

▲屋外消火栓　優勝／エナジーサポート株式会社

▲屋内消火栓　優勝／スリーボンドワークス株式会社　犬山工場

屋外消火栓の部

屋内消火栓の部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本文化体験
茶道・居合・着物・甲冑・日本の遊び・日本料理など

来て、見て、体験。
国際交流しよう

第21回 フロイデまつり

みんなちがって　みんないい
～ともに手を携え、未来へ～

書道家「伊
い

藤
とう

鶯
おう

村
そん

」氏
パフォーマンス

オープニングは総勢50名の
フロイデ合唱団

主催：犬山市　実施団体：犬山国際交流協会　協力：フロイデ応援団
お問合せ先　犬山国際交流協会事務局　〒484-0086　犬山市松本町四丁目21番地
　　　　　　TEL：（0568）61-1000　FAX：（0568）63-0156
　　　　　　E-mail：iia@grace.ocn.ne.jp　URL：http：//iiea.info

12/11日 9：30〜16：00
犬山国際観光センター

※公共交通機関での来館にご協力ください。※内容・時間等変更することがあります。※写真は昨年の様子などを紹介したものです。

名古屋経済大学・愛知県立犬山高等学校・誉高等学校・犬山日本語教室をはじめ多くの皆様の
ボランティア協力をいただいております。

異文化体験
民族衣裳・二胡演奏・ベトナム歌など

みんなで踊ろう
ラテンズンバ・フラダンス・盆踊り・フォークダンスなど民族パフォーマンス15種類以上の多国籍料理

ドイツクリスマス体験

豚汁
先着500名様に
無料配布
11：00〜

（なくなり　
　次第終了）

朝市、不用品・
手作り品バザー
あります
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たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ⑳

空
き
家
問
題
を
地
方
創
生
の
チ
ャ
ン
ス
に
！

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）
受付時間：午前 8時30分〜午後 5時15分（㊏㊐㊗を除く）

■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70　☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム 　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　夜間に医療相談が受けられます。
　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1000647.html

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記
※年間当番表
　市HP http://www.city.inuyama.aichi.jp/kurashi/iryo/1002705.html

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

と  き 病・医院名 電　話

12月 4 日㊐ 吉野歯科医院� （羽黒東向畑） 67・4181

12月11日㊐ 北ノ門歯科医院� （北ノ門） 67・0055

12月18日㊐ 植月歯科クリニック
� （扶桑・高雄天道） 0587・93・8180

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

と  き 病・医院名 電　話

12月 4 日㊐
みどり診療所� （長者町）
くわばらクリニック� （塔野地）

67・3311
61・1118

12月11日㊐
木村内科� （城南）
山本皮フ科クリニック� （高見町）

67・0008
62・6855

12月18日㊐
岡部医院� （内田）
ふなびきクリニック� （前原）

62・7121
62・8811

空
き
家
の
現
状

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
る

犬
山
市
の
空
き
家
戸
数
は
、
平
成

10
年
1
，
7
8
0
戸
か
ら
平
成
25

年
3
，
7
3
0
戸
に
急
増
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
所
有
者
の
意

向
や
使
用
状
況
の
実
態
調
査
の
結

果
、
居
住
実
態
や
倉
庫
な
ど
の
使

用
実
態
が
全
く
な
い
も
の
が

7
7
6
件（
平
成
27
年
9
月
現
在
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
住
宅
総
数
（
空

き
家
を
除
く
）
に
対
し
て
、
65
歳

以
上
の
み
で
一
戸
建
て
に
居
住
す

る
世
帯
が
18
・
3
％
あ
り
、
将
来

空
き
家
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
予

備
軍
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
方
針

　

空
き
家
は
、
放
置
す
れ
ば
社
会

問
題
と
な
り
ま
す
が
、
知
恵
と
工

夫
で
適
正
な
管
理
や
利
活
用
な
ど

を
促
せ
ば
、
む
し
ろ
活
力
創
出
の

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
市
政
で
は
、
何
も
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

空
き
家
問
題
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

活
か
す
た
め
、
昨
年
度
空
き

家
の
実
態
調
査
と
、
犬
山
市

空
家
等
対
策
計
画
策
定
を
行

い
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

発
生
抑
制
の
主
な
取
り
組
み

①
空
き
家
情
報
の
整
理
と
所

有
者
の
意
向
を
把
握
し
ま
し

た
。
今
後
も
5
年
毎
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

②
相
談
窓
口
の
一
本
化
や
専
門
家

に
よ
る
現
地
相
談
な
ど
、
相
談
業

務
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

③
耐
震
性
が
不
足
す
る
住
宅
で
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
つ

い
て
、
今
年
度
よ
り
除
却
費
補
助

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

④
高
齢
者
世
帯
な
ど
空
き
家
等
予

備
軍
の
実
態
や
意
向
の
把
握
を
今

後
進
め
て
い
き
ま
す
。

適
正
管
理
の
主
な
取
り
組
み

①
所
有
者
自
身
の
管
理
が
困
難
な

場
合
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
始
め
た
空
き
家
管
理
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
し
て
、
適
正
管
理
を

促
し
て
い
ま
す
。（
本
年
10
月
セ

ン
タ
ー
と
協
定
締
結
）

②
市
外
在
住
の
空
き
家
所
有
者
へ

の
対
策
と
し
て
、
本
年
11
月
1
日

よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
す
る
こ

と
で
、
実
質
負
担
2
，
0
0
0
円

で
の
空
き
家
の
適
正
管
理
、
シ
ニ

ア
世
代
の
就
労
機
会
の
確
保
、
市

の
財
源
確
保
な
ど
、
三
方
よ
し
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
活
用
の
主
な
取
り
組
み

①
一
定
の
条
件
を
満
た
す
移
住
者

（
U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
）
へ
の

助
成
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

②
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
本
年
10

月
に
導
入
し
ま
し
た
。（
市
HP
で

空
き
家
の
持
ち
主
と
使
用
希
望
者

を
結
び
つ
け
る
方
法
）

③
犬
山
で
の
暮
ら
し
を
PR
す
る
た

め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
。

④
空
き
家
の
利
活
用
（
例　

カ

フ
ェ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
）
へ

の
助
成
制
度
導
入
に
向
け
、
今
後

検
討
を
進
め
ま
す
。

特
定
空
家
等
へ
の
対
応
方
針

　

特
定
空
家
と
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
す
れ
ば
、
倒
壊
等
の
危
険
、
衛

生
上
の
有
害
、
そ
の
他
周
辺
の
景

観
や
生
活
環
境
に
著
し
い
悪
影
響

な
ど
、
重
大
な
課
題
の
あ
る
建
物

等
を
指
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
建

物
を
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準

で
、
ど
う
判
断
し
、
ど
ん
な
流
れ

で
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、

詳
細
な
対
応
方
針
を
現
在
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
中
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
、
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

試
行
錯
誤

　

小
さ
な
事
で
も
、
で
き
る
こ
と

か
ら
着
手
し
、
成
果
を
検
証
し
な

が
ら
、
試
行
錯
誤
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
何
も
し
な
け
れ
ば

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階　市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます
㊌㊎午前 8時30分〜午後 4時

行 政 12月16日㊎　午前10時〜午後 3時 市役所 1階　市民相談室

登 記 12月14日㊌　午後 1時〜 3時 市役所 2階　相談室②

不 動 産 取 引 12月20日㊋　午後 1時〜 4時 市役所 2階　相談室②

行 政 書 士 12月21日㊌　午後 1時30分〜 3時30分 市役所 2階　相談室①

弁 護 士による法 律
（要予約）

1 月 5 日㊍　午前 9時〜正午（ 1人20分間）
※12月 1 日㊍午後 1時から社会福祉協議会で
　予約受付先着 9人（電話受付のみ）

福祉会館相談室（☎62・2508）
　　　　　　　　（☎61・2563）

心 配 ご と 12月 1 日㊍・15日㊍　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付12時30分まで） 福祉会館相談室（☎62・6299）

ボ ラ ン テ ィ ア 毎週月曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎62・6299）

身 体 障 害 者 12月 7 日㊌　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

知 的 障 害 者 12月12日㊊　午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

精 神 保 健 福 祉 士
に よ る 相 談

12月13日㊋　午前 9時〜正午
　　27日㊋　午後 1時〜 4時 福祉課相談室

発 達 支 援
（要予約）

12月 5 日㊊・15日㊍　午前 9時30分〜12時30分
※18歳まで 保健センター（☎61・1176）

ポ ル ト ガ ル 語
ス ペ イ ン 語
外 国 人

毎週金曜日　午後 1時〜 4時30分 市役所 1階　相談室

英語・中国語・タガログ語
外 国 人 12月 6 日㊋　午後 1時〜 4時30分 市役所 2階　相談室②

人 権 12月 6 日㊋　午後 1時〜 4時 南部公民館会議室 3

青少年の非行・いじめ 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 市役所 3階　文化スポーツ課　青少年センター
（☎44・0353）

児 童 生 徒 の
不 登 校 相 談 室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 5時 福祉会館内適応指導教室「ゆう・ゆう」

（☎63・0502）

家 庭 児 童 毎日（㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 福祉会館内家庭児童相談室（☎62・4300）

児 童 虐 待に関する
情 報 提 供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課（☎44・0322）
※電話（☎61・6288）は24時間対応です

ひ と り 親 自 立 毎日（㊏・㊐・㊗除く）午前 9時〜午後 4時 子ども未来課（☎44・0323）

住 宅 相 談（要予約） 予約により決定（㊏・㊐・㊗と年末年始は除く） 相談者宅など（予約により決定）
予約先：都市計画課（電話可☎44・0331）

弁 護 士 に よ る
消 費 生 活 法 律 12月16日㊎　午後 1時〜 4時 市役所 2階　204会議室

※予約は産業課（☎44・0340）

消 費 生 活 毎週月〜木曜日（㊗除く）午後 1時〜 5時 市役所 1階　相談室（☎44・0398）

労 働 12月21日㊌　午後 1時〜 4時 市役所 2階　相談室②
※予約は産業課（☎44・0340）

内 職 毎週火曜日（㊗除く）午前10時〜午後 3時 福祉会館相談室（☎61・4613）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、　最終受付 4時）

市役所 2階　相談室①
保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人
年金額、加入期間の確認は不可

一宮年金事務所による
年 金 出 張 相 談

1 月26日㊍　午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩） 保険年金課年金担当で受付　※当日先着12人

オ ー プ ン 議 長 室
（議会の市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6階議長室
※予約受付は議事課（☎44・0307）
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名経大管理
栄養学科学生の名経大管理
栄養学科学生の

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所企画広報課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。
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お父さんもお母さんも大翔
が大好きだよ。元気に大き
く育ってね。

元気いっぱい優しい女の子
になってね！！

名古屋経済大学管理栄養学科　 2年
伊藤　沙季
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303
　雄大な木曽川の流れと街の灯り美しい夕景
には、屹立する犬山城の姿も見られます。

「犬山城夕景」
第19回犬山観光写真コンテスト

猪子昇さん撮影
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パインとアボカドの肉巻き

　12月の楽しみはクリスマス！クリスマスの日に「誰でも簡単に作れておいしく食べられる」料
理を紹介いたします。缶詰のパイナップルとアボカドを豚肉で巻いて焼くだけの簡単な料理です
が、パイナップルの甘味と酸味が豚肉の油濃さを抑えて、さっぱりした味を楽しめます。クリス
マスパーティーのメニューに困ったときに、ぜひ作ってみてください。豚肩肉ではなく、もも肉
でもおいしくできるので、お好みの部位でどうぞ！

栄養価（1人分）
エネルギー：268Kcal
食物繊維：1.6gなど

【作り方】
①�パイナップルとアボガドを巻きやすい大
きさに切る。
②�肉で二つの具を一緒に巻く。その後、コ
ショウを好みに合わせてふる。
③�フライパンにオリーブオイルを入れ、巻
き肉が色付くまで焼く。
④お好みのソースとともに召し上がれ！

　アボガドとパイナップルには、カリウムが含まれているので、ナトリウムと作用しあうことで、
高血圧を防ぐ効果があるといわれています。また、カリウムには利尿作用があると考えられて
いるので、むくみの解消を期待することができるので、長時間同じ体勢でいることが多い人に
はおすすめです。

［材料］（ 4人分）
豚肩肉（スライス） 	  300g
アボカド 	  100g
パイン缶 	  200g
［調味料］
コショウ 	  適量
オリーブオイル 	  適量
※好みのソース
　例）�ポン酢、焼き肉のたれ、

わさび醤油など

福田　大
やま

翔
と

ちゃん
（もえぎヶ丘）

平成27年12月30日生まれ

奥村　優
ゆう

花
か

ちゃん
（羽黒）

平成27年10月24日生まれ

人口� 74,776人（−73人）
男� 37,244人（−39人）
女� 37,532人（−34人）
世帯� 30,466世帯（＋369世帯）

犬山市の人口と世帯
11月1日現在

（　）は前年同月との比較


